
宮
内
省
・
宮
内
府
・
宮
内
庁
の
組
織
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
一

図
書
寮
・
書
陵
部
に
お
け
る
官
制
・
事
務
分
掌
の
歴
史
的
変
遷

宮

間

純

一

は
じ
め
に

本
稿
は
︑
宮
内
省
図
書
寮
・
宮
内
府
図
書
寮
・
宮
内
庁
書
陵
部
の
官
制
及
び
事
務
分
掌

の
歴
史
的
変
遷
に
つ
い
て
明
治
十
七
年
︵
一
八
八
四
︶
の
図
書
寮
設
置
か
ら
現
在
に
至
る

過
程
を
俯
瞰
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
︒

平
成
二
十
二
年
︵
二
〇
一
〇
︶
四
月
一
日
に
発
足
し
た
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
課
宮
内
公

文
書
館
に
は
︑
明
治
二
年
七
月
の
宮
内
省
創
設
以
降
︑
宮
内
省
・
宮
内
府
・
宮
内
庁
で
作

成
・
取
得
さ
れ
た
膨
大
な
特
定
歴
史
公
文
書
等
︵
以
下
︑
﹁
公
文
書
﹂
あ
る
い
は
﹁
資
料
﹂︑

﹁
資
料
群
﹂
と
い
う
︶
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
︒
現
在
︑
こ
れ
ら
は
公
文
書
等
の
管
理
に
関

す
る
法
律
︵
平
成
二
十
一
年
法
律
第
六
六
号
︶
に
基
づ
い
て
一
般
の
利
用
に
供
さ
れ
て
い

る
︒宮

内
公
文
書
館
が
蔵
す
る
公
文
書
は
︑
戦
前
は
﹁
皇
室
一
切
ノ
事
務
﹂︵
宮
内
省
官
制

第
一
条
︑
大
正
十
年
皇
室
令
第
七
号
︶
を
︑
戦
後
は
﹁
皇
室
関
係
の
国
家
事
務
及
び
政
令

で
定
め
る
天
皇
の
国
事
に
関
す
る
行
為
に
係
る
事
務
﹂
︵
宮
内
庁
法
第
一
条
︑
昭
和
二
十

二
年
法
律
第
七
〇
号
︶
を
主
た
る
所
掌
事
項
と
し
て
き
た
宮
内
省
・
宮
内
府
・
宮
内
庁
の

活
動
に
基
づ
い
て
蓄
積
さ
れ
た
資
料
群
で
あ
り
︑
明
治
以
降
の
日
本
の
歩
み
を
理
解
す
る

た
め
の
有
用
な
素
材
と
な
り
得
る
︒
し
か
し
な
が
ら
︑
研
究
史
を
顧
み
る
に
︑
歴
史
学
や

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学
な
ど
の
分
野
に
お
い
て
こ
の
一
大
資
料
群
の
内
容
や
性
質
は
周
知
さ
れ

て
お
ら
ず
︑
一
部
の
成
果(�

)
を
除
い
て
従
来
充
分
に
活
用
さ
れ
て
き
た
と
は
言
い
難
い
︒

そ
の
要
因
の
一
つ
に
は
︑
公
文
書
を
作
成
・
取
得
し
て
き
た
各
部
局
の
沿
革
や
性
格
に

関
す
る
研
究
の
遅
れ
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
︒
宮
内
公
文
書
館
所
蔵
資
料
の
利
活
用
促
進
を
図

る
上
で
︑
公
文
書
発
生
の
母
体
と
な
っ
た
組
織
体
＝
部
局
の
所
掌
事
務
及
び
当
該
部
局
の

た
ど
っ
た
歴
史
的
変
遷
を
詳
ら
か
に
し
︑
資
料
群
の
構
造
を
把
握
す
る
こ
と
は
肝
要
で
あ

る(�
)

︒そ
こ
で
︑
本
稿
を
皮
切
り
に
︑
宮
内
庁
に
存
在
す
る
︵
あ
る
い
は
宮
内
省
・
宮
内
府
・

宮
内
庁
に
か
つ
て
存
在
し
た
︶
各
部
局
の
歴
史
を
官
制
や
事
務
分
掌
の
変
遷
を
中
心
に
逐

次
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
︒
も
ち
ろ
ん
︑
組
織
の
本
質
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
官

制
・
事
務
分
掌
の
追
跡
だ
け
で
は
足
り
な
い
︒
各
掛
︵
係
︶
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
事
業

の
実
態
分
析
︑
庁
舎
の
移
動
・
職
制
の
変
遷
の
把
握
︑
職
員
個
人
の
個
性
が
組
織
に
与
え

た
影
響
の
検
討
︑
政
治
社
会
情
勢
と
の
関
係
性
の
考
察
な
ど
も
当
然
重
要
な
作
業
で
あ
る
︒

だ
が
︑
基
礎
的
事
項
に
不
明
な
点
が
多
い
現
状
で
は
︑
そ
う
し
た
個
別
課
題
は
後
日
を
期
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し
︑
ま
ず
は
各
部
局
に
お
け
る
官
制
や
事
務
分
掌
の
変
遷
の
解
明
に
重
点
を
お
く
こ
と
に

す
る
︒
本
稿
で
は
︑
そ
の
試
み
の
第
一
段
と
し
て
図
書
寮
・
書
陵
部
を
取
り
あ
げ
る
︒

宮
内
省
図
書
寮
の
歴
史
に
つ
い
て
資
料
を
渉
猟
し
︑
体
系
的
に
ま
と
め
た
の
は
﹁
図
書

寮
史
料(�

)
﹂
が
唯
一
と
い
っ
て
良
い
︒
﹁
図
書
寮
史
料
﹂
全
一
八
冊
︵
含
附
録
二
冊
︶
は
︑

図
書
寮
の
事
業
の
一
環
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
大
正
初
期
に
成
稿
し
た(�

)
︒
明
治
十
七

年
か
ら
大
正
三
年
︵
一
九
一
四
︶
ま
で
の
図
書
寮
の
沿
革
に
関
わ
る
資
料
を
﹁
官
制
﹂︑

﹁
分
課
規
程
﹂
︑
﹁
編
修
﹂
な
ど
の
部
門
ご
と
に
分
類
し
︑
編
年
順
に
配
列
︒
採
録
資
料
は
︑

当
時
宮
内
省
が
保
有
し
て
い
た
公
文
書
か
ら
選
択
さ
れ
た
︒

｢
図
書
寮
史
料
﹂
は
︑
大
正
初
期
ま
で
の
図
書
寮
史
を
把
握
す
る
上
で
大
変
便
利
で
あ

り
︑
抄
録
さ
れ
た
資
料
の
中
に
は
﹁
任
罷
録
﹂
な
る
名
称
の
簿
冊
な
ど
現
在
で
は
見
当
ら

な
い
も
の
も
あ
る
︒
し
か
し
な
が
ら
︑
原
本
と
照
合
す
る
と
誤
写
も
若
干
な
が
ら
存
在
す

る
︒
そ
れ
は
︑
冒
頭
の
﹁
緒
言
﹂
が
︑
﹁
原
本
ト
校
合
ス
ル
ニ
及
ビ
尠
カ
ラ
ザ
ル
相
違
ヲ

発
見
セ
シ
コ
ト
ア
リ
︑
其
ノ
完
全
ハ
到
底
庶
幾
ス
ベ
カ
ラ
ズ
︑
本
史
閲
覧
ス
ル
者
願
ク
ハ

諾
セ
ラ
レ
ム
コ
ト
ヲ
﹂
と
読
者
に
忠
告
し
た
通
り
で
あ
る(�

)
︒
こ
れ
ま
で
も
同
資
料
は
頻
繁

に
活
用
さ
れ
て
き
た
が
︑
引
用
資
料
を
そ
の
ま
ま
孫
引
き
し
︑
原
本
を
確
認
し
て
い
な
い

論
考
も
見
受
け
ら
れ
る
︒
筆
者
も
﹁
図
書
寮
史
料
﹂
か
ら
多
く
を
学
ん
で
い
る
が
︑
利
用

に
際
し
て
は
極
力
原
本
に
当
た
る
こ
と
を
心
が
け
︑
原
本
が
伝
来
し
て
い
な
い
場
合
に
は
︑

同
資
料
が
出
典
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
た
︒

近
年
で
は
︑
宮
内
省
の
官
制
に
つ
い
て
︑
堀
口
修
﹁
近
代
宮
内
省
官
制
の
変
遷
に
つ
い

て(�
)

﹂
が
あ
り
︑
図
書
寮
の
官
制
・
事
務
分
掌
の
変
遷
に
関
し
て
は
︑
小
川
省
三
﹁
書
陵
部

官
制
の
変
遷(�

)
﹂
︑
末
創
一
﹁
明
治
期
宮
内
省
に
お
け
る
﹁
図
書
寮
本
﹂
の
運
営
形
態(�

)
﹂︑
堀

口
修
﹃
宮
内
省
公
文
書
類
と
図
書
に
関
す
る
基
礎
的
研
究(�

)
﹄
な
ど
が
あ
る
︒
し
か
し
な
が

ら
︑
右
の
成
果
は
図
書
寮
・
書
陵
部
史
の
概
要
紹
介
に
留
ま
る
か
︑
研
究
の
目
的
に
必
要

な
範
囲
で
特
定
の
時
期
・
部
署
に
限
定
し
た
分
析
・
叙
述
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
︒
こ
れ

ら
に
対
し
て
︑
本
稿
で
は
事
務
分
掌
の
詳
細
ま
で
立
ち
入
り
︑
明
治
か
ら
現
在
に
至
る
全

体
像
の
把
握
に
努
め
る
︒

な
お
︑
は
じ
め
に
左
の
諸
点
を
お
断
り
し
て
お
く
︒

(
�
︶
本
稿
中
に
お
け
る
法
令
等
の
典
拠
は
︑
以
下
の
よ
う
に
示
し
た
︒

①
宮
内
省
廃
止
以
前
の
も
の
は
︑
読
者
が
原
典
に
当
た
り
や
す
い
よ
う
法
令
等
の
年
・

番
号
の
他
に
そ
れ
ら
が
所
収
さ
れ
て
い
る
刊
行
物
・
資
料
名
を
註
に
記
載
し
た
︒

②
宮
内
府
設
置
以
降
は
︑
法
律
・
政
令
は
年
と
番
号
の
み
と
し
︑
訓
令
以
下
は
所
収
さ

れ
て
い
る
資
料
名
を
註
に
記
し
た
︒

(
�
︶
註
に
お
い
て
特
に
所
蔵
先
を
記
さ
ず
︑
識
別
番
号
の
み
を
示
し
た
資
料
は
す
べ

て
宮
内
公
文
書
館
の
所
蔵
で
あ
る
︒

(
�
︶
註
の
資
料
名
の
直
前
に
あ
る
部
局
名
は
︑﹁
宮
内
公
文
書
館
特
定
歴
史
公
文
書
等

目
録
﹂
に
お
け
る
分
類
一
の
項
目
名
と
合
致
す
る
︒

(
�
︶
本
稿
で
利
用
し
た
昭
和
二
十
二
年
度
以
降
作
成
の
﹁
訓
令
録
﹂︑﹁
指
令
録
﹂︑

﹁
内
規
録
﹂
及
び
﹁
内
部
規
定
﹂
は
︑
宮
内
庁
長
官
官
房
秘
書
課
法
規
係
が
保
管
し
て
い

る
現
用
文
書
で
あ
り
︑
閲
覧
も
し
く
は
写
し
の
交
付
を
希
望
す
る
場
合
に
は
︑
行
政
機
関

の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
︵
平
成
十
一
年
法
律
第
四
二
号
︶
に
基
づ
い
た

開
示
請
求
の
手
続
き
を
経
る
必
要
が
あ
る
︒

(
�
︶
本
稿
中
で
課
・
掛
︵
係
︶
名
を
列
記
す
る
場
合
は
︑
当
時
の
班
列
順
と
し
た
︒

(
�
︶﹁
編
修
｣・
｢編
集
︵
輯
︶﹂
の
用
語
に
関
し
て
︑
原
資
料
の
記
述
で
は
厳
密
な
使

い
分
け
が
行
わ
れ
て
い
な
い
例
も
あ
る
が
︑
本
稿
中
に
お
い
て
は
原
則
と
し
て
実
録
な
ど

の
主
に
編
修
課
の
所
掌
事
務
の
系
統
に
連
な
る
事
業
に
つ
い
て
は
﹁
編
修
﹂
を
︑
そ
の
他

の
事
業
に
つ
い
て
は
﹁
編
集
﹂
を
使
用
し
た
︒
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(
�
︶
書
陵
部
陵
墓
課
の
前
身
に
当
た
る
諸
陵
寮
や
各
陵
墓
監
区
事
務
所
並
び
に
正
倉

院
事
務
所
は
︑
図
書
寮
・
書
陵
部
と
関
係
が
深
い
部
局
で
あ
る
が
︑
本
稿
で
は
図
書
寮
・

書
陵
部
の
本
部
に
お
け
る
官
制
・
事
務
分
掌
の
変
遷
に
限
定
し
て
叙
述
す
る
こ
と
と
し
︑

そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
示
す
︒

(
�
︶
図
書
寮
・
書
陵
部
内
に
お
け
る
組
織
の
変
遷
を
一
覧
化
し
た
表
を
︑
宮
内
省
廃

止
以
前
︵
表
�
︶
と
以
後
︵
表
�
︶
に
わ
け
て
第
二
章
と
第
四
章
の
末
に
そ
れ
ぞ
れ
挿
入

し
た
︒
ま
た
︑
宮
内
省
図
書
寮
の
主
要
人
事
を
一
覧
化
し
た
表
�
を
第
二
章
の
末
に
挿
入

し
た
︒
本
文
と
合
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
︒

一

宮
内
省
図
書
寮
Ⅰ
︵
草
創
期
～
四
課
体
制
期
︶

明
治
十
七
年
︵
一
八
八
四
︶
八
月
二
十
七
日
太
政
官
達
第
七
二
号(

)
に
よ
っ
て
宮
内
省
に

10

図
書
寮
が
置
か
れ
た
︒
図
書
寮
は
︑
﹁
御
系
譜
幷
ニ
帝
室
一
切
ノ
記
録
ヲ
編
輯
シ
︑
内
外

ノ
書
籍
︑
古
器
物
︑
書
画
ノ
保
存
及
ヒ
美
術
ニ
関
ス
ル
事
等
ヲ
掌
ル
所
﹂
と
し
て
発
足
し

た
︒
図
書
寮
の
設
置
に
伴
い
︑
同
月
二
十
九
日
︑
皇
統
の
調
査
を
行
っ
て
き
た
宮
内
省
御

系
譜
課
が
廃
さ
れ
︑
そ
の
業
務
が
図
書
寮
に
引
き
継
が
れ
た(

)
︒
﹁
図
書
寮
史
料
﹂
に
よ
れ

11

ば
︑
明
治
十
七
年
十
月
︑
図
書
寮
内
に
御
系
譜
掛
︑
記
録
掛
︑
書
籍
掛
︑
古
器
物
保
存
幷

美
術
掛
︑
庶
務
︵
会
計
︶
掛
が
設
け
ら
れ
た(

)
︒
各
掛
の
名
称
か
ら
草
創
期
の
図
書
寮
は
︑

12

太
政
官
達
で
示
さ
れ
た
所
掌
事
項
を
分
担
す
る
四
つ
の
掛
に
事
務
全
般
を
掌
る
庶
務
︵
会

計
︶
掛
を
加
え
た
体
制
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
︒
だ
が
︑
当
時
の
事
務
分
掌
に
つ
い
て

詳
記
し
た
資
料
は
︑
管
見
の
限
り
見
当
た
ら
ず
︑
草
創
期
の
図
書
寮
の
活
動
に
つ
い
て
は

全
体
的
に
不
明
な
点
が
多
い
︒

初
代
図
書
頭
井
上
毅
以
下
︑
創
設
さ
れ
て
間
も
な
い
頃
の
職
員
に
は
表
�
の
人
物
た
ち

が
い
た
︒
そ
れ
ぞ
れ
の
出
身
・
族
籍
は
一
様
で
は
な
い
が
︑
井
上
毅
と
同
じ
熊
本
藩
の
出

身
者
が
数
名
在
籍
し
て
お
り
︑
こ
れ
よ
り
後
に
も
小
中
村
義
象
︵
池
辺
秀
雄
︶
や
齋
土
継

雄
ら
同
藩
出
身
者
が
複
数
名
入
寮
し
て
い
る
︒
熊
本
藩
出
身
者
以
外
に
も
︑
井
上
に
重
用

さ
れ
て
官
僚
と
な
っ
た
下
総
国
香
取
郡
出
身
の
村
岡
良
弼(

)
ら
井
上
に
近
い
人
物
が
配
置
さ

13

れ
て
い
た
︒
草
創
期
の
人
事
に
は
︑
井
上
の
意
図
が
働
い
て
い
た
様
子
が
垣
間
見
え
よ
う
︒

ま
た
︑
御
系
譜
編
修
や
﹁
帝
室
記
録
﹂
編
集
の
た
め
に
︑
矢
野
玄
道
や
井
上
頼
圀
と
い
っ

た
国
学
者
を
は
じ
め
と
し
て
宮
内
省
御
系
譜
課
か
ら
図
書
寮
御
系
譜
掛
に
そ
の
ま
ま
採
用

さ
れ
た
経
験
者
も
少
な
く
な
く
︑
図
書
寮
は
専
門
性
が
強
い
部
局
と
し
て
誕
生
し
た
こ
と

が
わ
か
る
︒
も
っ
と
も
︑
そ
れ
で
も
専
門
的
知
識
を
有
す
る
寮
員
は
不
足
し
て
お
り
︑
井

上
は
宮
内
卿
伊
藤
博
文
へ
﹁
重
要
事
件
考
証
ニ
係
候
ハ
︑
不
得
已
他
︵
図
書
寮
以
外
袞
宮

間
註
︑
以
下
同
︶
ノ
人
員
ニ
倚
頼

(依
)

シ
︑
其
力
ヲ
借
ら
さ
る
を
得
ざ
る
事
情
ニ
有
之
候
﹂
と

訴
え
て
い
る(

)
︒

14

次
い
で
︑
明
治
十
九
年
二
月
四
日
に
定
め
ら
れ
た
宮
内
省
官
制(

)
で
は
︑
図
書
頭
は
﹁
帝

15

室
ノ
記
録
図
書
及
宝
器
美
術
保
存
ノ
事
ヲ
掌
ル
﹂
と
さ
れ
た
︒
こ
こ
か
ら
は
︑
明
治
十
七

年
段
階
で
明
記
さ
れ
て
い
た
御
系
譜
の
編
修
事
業
が
み
ら
れ
な
く
な
り
︑
掛
の
編
制
が
改

め
ら
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
︑
資
料
上
明
ら
か
で
は
な
い
︒

そ
の
後
︑
明
治
二
十
二
年
七
月
二
十
三
日
付
で
改
定
さ
れ
た
宮
内
省
官
制(

)
の
第
三
八
条

16

及
び
そ
れ
に
従
っ
て
定
め
ら
れ
た
同
年
十
月
一
日
制
定
の
分
課
規
程(

)
に
お
い
て
図
書
寮
の

17

所
掌
・
分
課
が
明
文
化
さ
れ
た
︒
改
定
後
の
官
制
で
は
︑
図
書
寮
は
﹁
帝
室
ノ
図
書
記
録

ヲ
保
管
シ
︑
皇
統
譜
︑
皇
族
牒
籍
ニ
関
ス
ル
事
務
ヲ
管
理
ス
﹂
と
さ
れ
た
︒
明
治
十
九
年

の
も
の
と
比
べ
て
︑
宝
器
・
美
術
品
の
保
存
に
関
す
る
職
掌
が
削
除
さ
れ
︑
皇
統
譜
︑
皇

族
牒
籍
に
関
す
る
事
務
が
創
設
時
に
み
ら
れ
た
御
系
譜
の
編
修
に
替
わ
っ
て
掲
出
さ
れ
て

い
る
︒
前
者
の
宝
器
・
美
術
品
の
保
管
に
関
連
し
て
︑
明
治
二
十
一
年
一
月
十
八
日
に
図

（ 39 ）



書
寮
の
付
属
と
な
っ
た
博
物
館(

)
が
︑
翌
年
五
月

18

十
六
日
に
図
書
寮
か
ら
独
立
し
て
帝
国
博
物
館

と
改
称
︒
さ
ら
に
帝
国
京
都
博
物
館
︑
帝
国
奈

良
博
物
館
が
設
置
さ
れ
た(

)
︒
ま
た
︑
明
治
十
八

19

年
七
月
十
日
に
図
書
寮
の
所
管
と
な
っ
て
い
た

正
倉
院
宝
庫(

)
︵
同
月
︑
図
書
寮
に
正
倉
院
宝
庫

20

掛
が
設
置(

)
︶
も
明
治
二
十
二
年
七
月
二
十
七
日

21

に
帝
国
奈
良
博
物
館
の
一
部
と
な
り
︑
帝
国
博

物
館
総
長
の
も
と
に
置
か
れ
た(

)
︒
宮
中
顧
問
官

22

九
鬼
隆
一
が
︑
図
書
頭
と
帝
国
博
物
館
総
長
を

兼
務
す
る
な
ど
実
質
的
な
面
で
は
す
ぐ
さ
ま
完

全
に
分
離
し
た
と
は
言
い
難
く
も
あ
る
が
︑
官

制
の
上
で
は
古
器
物
類
や
正
倉
院
の
宝
物
の
保

存
管
理
に
関
す
る
業
務
は
明
治
二
十
二
年
時
点

で
図
書
寮
か
ら
離
れ
た(

)
︒

23

明
治
二
十
二
年
十
月
に
制
定
さ
れ
た
分
課
規

程
で
は
︑
図
書
寮
に
御
系
譜
課
︑
図
書
課
︑
記

録
課
︑
庶
務
課
の
四
課
が
設
置
さ
れ
た
︒
そ
れ

ぞ
れ
︑
御
系
譜
課
は
﹁
皇
統
譜
︑
皇
族
牒
籍
ニ

関
ス
ル
事
﹂
︑
図
書
課
は
﹁
帝
室
ノ
図
書
保
管

ノ
事
﹂
︑
記
録
課
は
﹁
帝
室
記
録
ノ
事
﹂
︑
庶
務

課
は
﹁
庶
務
計
算
ノ
事
﹂
と
分
掌
が
定
め
ら
れ

て
お
り
︑
概
ね
古
器
物
保
存
幷
美
術
掛
を
除
く

（ 40 ）

表 1 図書寮草創期官員一覧

氏名 出身 族籍 前職・兼務 図書寮での役職（在任期間） 後職 所属掛 待遇

1 井上　毅 熊本藩 士族 参事院議官（兼）
外務省御用掛（兼） 頭（17．8．27-21．2.8） 法制局長官 ― 勅任官

2 矢野玄道 大洲藩 士族 宮内省御用掛
御系譜課勤務 御用掛（17．8．29-19．2．4） 非職 御系譜掛（17．11．5）准奏任官

3 井上頼圀 東京 平民 宮内省御用掛
御系譜課勤務 御用掛（17．8．29-19．2．6） 図書属 御系譜掛（17．11．5）准奏任官

4 本多副元 福井藩 華族 宮内省御用掛 御用掛（17．10．23-18．8．26） ― 御系譜掛（17．11．5）准奏任官
5 山縣篤蔵 山口藩 士族 広島県徴兵事務官 御用掛（17．12．27-19．2．6） 図書属 ― 准奏任官

6 小野徳太郎 山口藩 士族 文部省御用掛
専門学務局勤務 御用掛（17．10．23-？） 法制局参事官＊ 記録掛兼書籍掛

（17．11．5）
准判任官
→准奏任官

7 白石千別 静岡藩 士族 宮内省御用掛
御系譜課勤務 御用掛（17．8．29-19．2．6） 非職 御系譜掛（17．11．5）准判任官

8 荘　資倫 土浦藩 士族 宮内省御用掛
御系譜課勤務 御用掛（17．8．29-17．12．11）非職

庶務掛（17．11．5）
正倉院宝庫掛
（17．12．11-19．2．6）

准判任官

9 加藤久則 静岡藩 士族 宮内省御用掛
御系譜課勤務 御用掛（17．8．29-19．2．6） 非職

庶務掛
（17．11．5-19．2．6）
御系譜掛
（18．2-19．2．6）

准判任官

10 山口真栄 ― ― 宮内省御用掛 御用掛（17．8．29-？） 図書属 御系譜掛（17．11．5）准判任官
11 来栖正介 ― ― ― 御用掛（17．10．22-？） 太政官御用掛 記録掛 准判任官

12 境野熊蔵 熊本藩 士族 愛知県師範学校長 御用掛（17．10．28-？） 図書属 記録掛兼書籍掛
（17．11．5） 准判任官

13 小野正弘 豊橋藩 士族 内閣権少書記官（兼）御用掛（17．12．15-？） 内閣少書記官
（内閣記録課長） ― 准判任官

14 早瀬義質 熊本藩 士族 ― 御用掛（18．2．5-19．2．6） 図書属 ― 准判任官

15 中村熊太郎 東京 士族 太政官御用掛兼制度
取調局御用掛 御用掛（18．7．6-19．2．6） 図書属 ― 准判任官

16 植村久道 大阪 平民 宮内省御用掛 御用掛（18．8．8-19．2．6） 図書属心得 ― 准判任官
17 村岡良弼 千葉 平民 参事院議官補（兼） 御用掛（18．11．4-？） 内閣属＊ ― 准判任官

18 砂　光弘 熊本藩 士族 太政官雇
制度取調局勤務 御用掛（18．11．6-19．2．6） 図書属 ― 准判任官

19 堀　博 大阪 平民
宮内七等属
庶務課古器物保存掛
勤務

七等属（17．10．22-19．2．6）
図書属
正倉院宝庫掛
（17．12．11-19．2.6）

記録掛兼古器物保存
并美術掛（17．11．5）判任官

20 稲生真履 擧母藩 平民 宮内六等属 六等属（17．10．23-19．2．6） 図書属
古器物保存并美術掛
（17．12．1）
正倉院宝庫掛
（17．12．11-19．2．6）

判任官

21 速水行道 岐阜 士族 宮内省十六等出仕
御系譜課勤務

十六等出仕
（17．8．29-19．2．6） 図書属 御系譜掛（17．11．5）判任官

22 八幡道造 東京 平民 宮内省十七等出仕
御系譜課勤務

十七等出仕
（17．8．29-19．2．6） 図書属 御系譜掛（17．11．5）判任官

※1図書寮「進退録」明治18～30 年（識別番号 21225）、「図書寮史料」4（識別番号 71845）、大臣官房総務課「進退録」1～5、明治 17年（識別番号 20819‒ 
  1～5）、大臣官房総務課「進退録」1～6、明治 18 年（識別番号 20820‒1～6）、「官吏進退」（国立公文書館所蔵）などから作成。
※2本表は、判明する範囲で明治 17・18 年中に図書寮の役職に就任した人物を一覧化したものである。
※3「後職」欄に「＊」が付してある部分は、直近の後職ではなく資料から確認できた時点の後職であることを示す。
※4「所属掛」欄の（　）内の年月日は、所属していたことが確認できた時点または期間であり、必ずしも就任・離任の時期や在職期間のすべてを表した　
　ものではない。
※5表中の「―」は不明を表す。



従
前
の
四
掛
の
業
務
が
四
課
に
継
承
さ
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
︒
記
録
課
︵
記
録
課
設
置
以

前
は
記
録
掛
︶
で
推
進
さ
れ
た
﹁
帝
室
日
誌
﹂
や
﹁
帝
室
例
規
類
纂
﹂
な
ど
﹁
帝
室
記

録
﹂
に
関
す
る
編
集
事
業
は
︑
草
創
期
か
ら
明
治
二
十
年
代
の
図
書
寮
の
活
動
に
み
ら
れ

る
特
色
で
あ
る(

)
︒

24

同
年
の
﹁
例
規
録
﹂
に
綴
ら
れ
た
﹁
図
書
寮
職
員
事
務
定
規(

)
﹂
に
は
︑
御
系
譜
課
は

25

﹁
御
系
譜
編﹅

纂﹅

﹂
︑
図
書
課
は
﹁
図
書
書﹅

籍﹅

保
管
﹂
︑
記
録
課
は
﹁
記
録
保﹅

管﹅

﹂︑
庶
務
課
は

﹁
給
仕
ヲ
監
督
ス
﹂
と
分
課
規
程
に
若
干
の
補
足
が
あ
る
︒
ま
た
︑
記
録
課
の
項
目
に
は

但
書
で
﹁
臨
時
先
帝
紀
事
掛
ヲ
設
ケ
事
務
を
分
掌
ス
﹂
と
も
あ
り
︑
同
課
内
に
﹁
先
帝

︵
孝
明
天
皇
︶
御
事
蹟
取
調
﹂
を
目
的
と
し
た
臨
時
先
帝
紀
事
掛
の
存
在
が
み
て
と
れ
る
︒

当
該
事
業
の
開
始
は
︑
明
治
二
十
二
年
十
二
月
の
こ
と
で
︑
図
書
寮
が
﹁
先
帝
御
事
蹟
取

調
之
儀
御
内
命(

)
﹂
を
受
け
︑
同
月
十
二
日
に
富
山
県
の
教
員
な
ど
を
歴
任
し
た
片
山
勤
を

26

専
従
の
雇
員
と
し
て
採
用(

)
︒
臨
時
先
帝
紀
事
掛
は
︑
後
に
先
朝
御
事
蹟
編
輯
掛
と
な
り
︑

27

明
治
二
十
九
年
十
二
月
十
九
日
に
﹁
先
朝
事
蹟
﹂
五
七
冊
を
脱
稿
し
た
︒
同
日
︑﹁
先
朝

事
蹟
﹂
は
図
書
寮
嘱
託
員
勢
多
章
甫
編
﹁
先
朝
紀
略
﹂
六
冊
と
と
も
に
宮
内
大
臣
へ
提
出

さ
れ
た(

)
︒

28

続
い
て
︑
明
治
四
十
年
十
月
三
十
一
日
付
で
公
布
さ
れ
た
新
た
な
宮
内
省
官
制(

)
︵
明
治

29

四
十
一
年
一
月
一
日
施
行
︶
の
第
三
八
条
に
お
け
る
図
書
寮
の
所
掌
事
務
は
︑
①
皇
統
譜
︑

②
皇
室
典
範
の
正
本
尚
蔵
︑
③
詔
書
・
勅
書
及
び
皇
室
令
の
正
本
尚
蔵
︑
④
世
伝
御
料
台

帳
︑
⑤
天
皇
及
び
皇
族
実
録
の
編
修
︑
⑥
図
書
の
保
管
・
出
納
︑
⑦
公
文
書
類
の
編
纂
・

保
管
に
関
す
る
事
項
と
さ
れ
た
︒
明
治
二
十
二
年
の
官
制
と
比
べ
て
よ
り
具
体
的
な
項
目

が
列
挙
さ
れ
︑
天
皇
皇
族
実
録
の
編
修
︑
公
文
書
類
の
編
纂
・
保
管
と
い
っ
た
新
し
い
事

項
も
加
え
ら
れ
て
い
る
︒

こ
の
官
制
に
従
っ
て
︑
明
治
四
十
一
年
四
月
二
十
九
日
訓
令
第
三
号
で
各
部
局
の
分
課

規
程
が
定
め
ら
れ
︑
翌
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た(

)
︒
そ
の
う
ち
の
図
書
寮
分
課
規
程
に
基

30

づ
い
て
︑
図
書
寮
に
庶
務
課
︑
編
修
課
︑
図
書
課
︑
記
録
課
が
置
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
︒

従
来
の
四
課
体
制
は
そ
の
ま
ま
で
︑
御
系
譜
課
が
編
修
課
へ
と
改
組
さ
れ
た
︒
庶
務
課
は
︑

①
職
員
の
進
退
・
身
分
︑
②
官
印
の
管
守
︑
③
文
書
の
往
復
︑
④
統
計
報
告
︑
⑤
庁
用
物

品
の
保
管
・
出
納
︑
⑥
他
課
に
属
さ
な
い
そ
の
他
の
事
柄
に
関
す
る
事
項
を
︑
編
修
課
は
︑

①
皇
統
譜
︑
②
天
皇
皇
族
実
録
の
編
修
︑
③
世
伝
御
料
台
帳
に
関
す
る
事
項
を
︑
図
書
課

は
︑
①
皇
室
典
範
の
正
本
尚
蔵
︑
②
詔
書
・
勅
書
及
び
皇
室
令
の
正
本
尚
蔵
︑
③
図
書
の

保
管
・
出
納
に
関
す
る
事
項
を
︑
記
録
課
は
公
文
書
類
の
編
纂
・
保
管
に
関
す
る
事
項
を

所
掌
す
る
と
さ
れ
た
︒
御
系
譜
課
が
編
修
課
と
改
称
し
た
の
は
︑
皇
統
の
調
査
だ
け
で
な

く
︑
実
録
の
編
修
︑
世
伝
御
料
台
帳
に
関
す
る
事
項
も
所
管
す
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
だ

と
考
え
ら
れ
る
︒
同
課
に
は
︑
専
任
の
編
修
官
三
名
︵
奏
任
待
遇
︒
の
ち
に
増
減
あ
り
︒︶

が
置
か
れ
︑
専
門
的
業
務
を
担
っ
た
︒

図
書
寮
分
課
規
程
は
︑
大
正
元
年
︵
一
九
一
二
︶
十
二
月
十
六
日
訓
令
第
一
四(

)
号
︵
大

31

正
二
年
一
月
一
日
施
行
︶
に
て
改
正
が
あ
っ
た
︒
庶
務
課
︑
編
修
課
︑
記
録
課
︑
図
書
課

の
順
に
班
列
が
変
更
さ
れ
︑
各
課
の
分
掌
の
う
ち
︑
図
書
課
か
ら
皇
室
典
範
の
正
本
尚
蔵
︑

詔
書
・
勅
書
及
び
皇
室
令
の
正
本
尚
蔵
に
関
す
る
事
項
が
︑
編
修
課
か
ら
世
伝
御
料
台
帳

に
関
す
る
事
項
が
記
録
課
へ
移
さ
れ
た
︒
皇
室
令
な
ど
の
正
本
は
図
書
課
に
︑
そ
の
付
属

書
類
た
る
公
文
書
は
記
録
課
に
分
離
し
て
保
管
す
る
の
で
は
不
都
合
が
生
じ
る
の
で
︑
記

録
課
で
一
括
し
て
保
存
し
た
い
と
い
う
図
書
頭
の
上
申
を
受
け
て
の
改
正
で
あ
っ
た(

)
︒
こ

32

の
改
正
に
よ
り
︑
記
録
課
に
は
正
本
尚
蔵
主
任
が
置
か
れ
た(

)
︒

33

こ
こ
ま
で
の
官
制
の
変
遷
か
ら
は
︑
皇
統
譜
や
天
皇
皇
族
実
録
の
編
修
︑﹁
帝
室
記
録
﹂

の
編
纂
︑
皇
室
典
範
・
詔
書
な
ど
の
重
要
文
書
及
び
図
書
・
公
文
書
類
の
保
存
管
理
と
い

う
特
色
あ
る
職
務
を
軸
に
し
な
が
ら
︑
図
書
寮
に
お
い
て
四
課
体
制
が
確
立
さ
れ
て
い
っ

（ 41 ）



た
過
程
が
看
取
で
き
る
︒
ま
た
︑
年
に
よ
っ
て
若
干
の
ば
ら
つ
き
は
あ
る
も
の
の
︑
創
設

以
来
︑
図
書
寮
の
事
業
の
範
囲
は
拡
大
し
︑
業
務
量
は
次
第
に
増
え
て
い
っ
た
︒
そ
の
実

態
の
一
端
は
︑
表
�
の
決
裁
文
書
数
の
推
移
か
ら
窺
い
知
れ
よ
う
︒

二

宮
内
省
図
書
寮
Ⅱ
︵
三
課
体
制
期
︶

大
正
三
年
︵
一
九
一
四
︶
八
月
十
九
日
訓
令
第
三
三
号(

)
に
よ
っ
て
︑
図
書
寮
分
課
規
程

34

は
再
度
改
正
さ
れ
た
︒
こ
こ
で
の
大
き
な
変
化
は
︑
記
録
課
が
廃
さ
れ
て
︑
庶
務
課
︑
編

修
課
︑
図
書
課
の
三
課
体
制
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
︒
以
後
︑
戦
後
の
昭
和
二
十
一
年

︵
一
九
四
六
︶
ま
で
こ
の
体
制
は
続
い
た
︒

庶
務
課
は
︑
①
皇
統
譜
の
登
録
︑
②
世
伝
御
料
台
帳
の
調
製
・
登
録
︑
③
公
文
書
類
の

編
纂
︑
④
庁
用
物
品
の
保
管
・
出
納
︑
⑤
官
印
の
管
守
︑
⑥
他
課
に
属

さ
な
い
そ
の
他
の
事
柄
に
関
す
る
事
項
を
︑
編
修
課
は
︑
①
皇
統
譜
の

編
修
︑
②
天
皇
皇
族
実
録
︑
王
族
公
族
実
録
の
編
修
に
関
す
る
事
項
を
︑

図
書
課
は
︑
①
皇
統
譜
及
び
そ
の
登
録
に
係
る
記
録
の
尚
蔵
︑
②
皇
室

典
範
の
正
本
尚
蔵
︑
③
詔
書
・
勅
書
及
び
皇
室
令
の
正
本
尚
蔵
︑
④
世

伝
御
料
台
帳
及
び
そ
の
登
録
に
係
る
記
録
の
尚
蔵
︑
⑤
図
書
・
公
文
書

類
の
保
管
・
出
納
に
関
す
る
事
項
を
掌
る
と
定
め
ら
れ
た
︒
従
来
の
記

録
課
の
所
掌
事
項
は
︑
図
書
課
と
庶
務
課
が
分
割
し
て
担
当
す
る
こ
と

に
な
り
︑
編
修
課
の
所
管
に
王
族
公
族
実
録
の
編
修
が
加
わ
っ
た
︒

こ
の
改
正
が
行
わ
れ
た
同
日
︑
各
課
の
掛
規
程(

)
も
制
定
さ
れ
︵
大
正

35

三
年
八
月
十
九
日
図
書
頭
決
裁
︶︑
課
内
で
の
分
掌
が
細
か
く
定
め
ら

れ
た
︒

庶
務
課
に
は
︑
秘
書
掛
︑
文
書
掛
︑
登
録
掛
︑
公
文
書
編
纂
掛
︑
公
文
装
釘
掛
が
置
か

れ
た
︒
秘
書
掛
は
︑
①
機
密
情
報
の
取
扱
︑
②
職
員
の
進
退
・
身
分
︑
③
官
印
の
管
守
︑

④
制
規
の
立
案
・
審
査
︑
⑤
寮
内
小
者
の
取
締
︑
⑥
構
内
の
取
締
︑
宿
直
︑
衛
生
に
関
す

る
事
項
を
︑
文
書
掛
は
︑
①
文
書
の
往
復
・
整
理
︑
②
例
規
の
編
纂
︑
③
統
計
報
告
︑
④

皇
室
略
牒
︑
⑤
図
書
の
購
入
・
刊
行
︑
⑥
庁
舎
の
修
繕
︑
⑦
人
夫
・
車
馬
の
請
求
︑
⑧
物

品
の
保
管
・
出
納
︑
⑨
俸
給
・
旅
費
︑
⑩
他
掛
に
属
さ
な
い
そ
の
他
の
事
柄
に
関
す
る
事

項
を
︑
登
録
掛
は
︑
①
皇
統
譜
の
登
録
︑
②
世
伝
御
料
台
帳
の
調
製
・
登
録
︑
③
寮
史
の

編
纂
に
関
す
る
事
項
を
所
掌
し
た
︒
公
文
書
編
纂
掛
は
︑
宮
内
省
内
の
全
部
局
を
四
つ
に

分
類
し
︑
そ
れ
に
従
っ
て
人
員
を
四
部
に
振
り
分
け
︑
公
文
書
類
の
編
纂
を
分
担
︒
各
部

に
は
主
任
が
置
か
れ
た
︒
公
文
書
装
釘
掛
は
︑
公
文
書
類
の
装
釘
及
び
表
紙
・
背
表
紙
へ

の
簿
冊
名
の
記
入
を
業
務
と
し
た
︒

（ 42 ）

表 2 宮内省図書寮における決裁文書件数の変動

（明治 20〜大正 4年）

年度 勅裁に係る
文書

大臣決裁に
係る文書

図書頭決裁
に係る文書 合計

明治 20 年 3 13 82 98
明治 21 年 0 15 176 191
明治 22 年 0 35 397 432
明治 23 年 0 22 155 177
明治 24 年 0 33 387 420
明治 25 年 0 29 324 353
明治 26 年 0 25 364 389
明治 27 年 0 23 20 43
明治 29 年 0 32 95 127
明治 30 年 2 6 104 112
明治 31 年 0 5 112 117
明治 32 年 0 22 236 258
明治 33 年 0 34 292 326
明治 34 年 0 36 312 348
明治 35 年 0 41 723 764
明治 36 年 0 19 455 474
明治 37 年 0 29 492 521
明治 38 年 0 30 615 645
明治 39 年 0 13 233 246
明治 40 年 0 3 201 204
明治 41 年 0 18 553 571
明治 42 年 0 8 565 573
明治 43 年 0 8 635 643
明治 44 年 0 13 1，072 1，085
明治 45 年
大正元年 0 16 804 820

大正 2年 0 22 902 924
大正 3年 0 11 935 946
大正 4年 0 16 734 750

※大臣官房文書課「帝室統計書」明治 20 年～大正元年（識別番号 726
～750）、大臣官房文書課「統計録」大正 2～3年（識別番号 751～
752）、調査課「統計雑録」1、大正 4年（識別番号 90868）から作成。

　「帝室統計書」明治 32 年～大正 5年は覆刻版あり（後藤靖・大沢覚
解題『帝室統計書』1～9〈柏書房、1993 年〉）。



編
修
課
に
は
︑
皇
統
譜
掛
︑
実
録
掛
が
置
か
れ
た
︒
皇
統
譜
掛
は
皇
統
譜
の
編
修
を
︑

実
録
掛
は
天
皇
皇
族
実
録
︑
王
族
公
族
実
録
の
編
修
を
所
掌
す
る
と
定
め
ら
れ
た
︒

図
書
課
に
は
︑
尚
蔵
掛
︑
書
庫
掛
︑
目
録
掛
︑
台
帳
掛
︑
出
納
掛
︑
曝
書
掛
︑
修
理
掛

が
設
置
さ
れ
た
︒
尚
蔵
掛
は
︑
①
皇
統
譜
及
び
そ
の
登
録
に
係
る
記
録
の
尚
蔵
︑
②
皇
室

典
範
の
正
本
尚
蔵
︑
③
詔
書
・
勅
書
・
皇
室
令
の
正
本
尚
蔵
︑
④
世
伝
御
料
台
帳
及
び
そ

の
登
録
に
係
る
記
録
の
尚
蔵
に
関
す
る
事
項
を
︑
書
庫
掛
は
︑
①
書
庫
の
取
締
︑
②
書
架

（ 43 ）

写
真

1
馬
場
先
門
旧
元
老
院
惣
体
ノ
図

明
治

2
3
年

2
月

3
日
（
内
匠
寮
「
土
地
建
物
録
」
明
治

23
年
〈
識
別
番
号

4014〉、
第

8
号
文
書
)

図
書

寮
の

庁
舎
・
書

庫
は
、
昭

和
3
年

に
旧

江
戸

城
本

丸
跡

に
築

造
さ

れ
る

ま
で

転
々

と
し

て
い

た
。
本

図
面

は
、
明

治
23

年
2
月

現
在

の
旧

元
老

院
跡

の
図

面
。
当

時
、
図

書
寮

は
諸

陵
寮

、
帝

室
制

度
取

調
局
、
帝

室
会

計
審

査
局

と
共

同
で

旧
元

老

院
跡
を
使
用
し
て
い
た
。「

取
解
」
と
あ
る
の
は
、
老
朽
化
が
進
ん
で
解
体
さ
れ
た
建
造
物
。



の
調
製
・
修
繕
︑
③
書
架
内
の
整
理
に
関
す
る
事
項
を
︑
目
録
掛
は
︑
①
カ
ー
ド
の
調
製
︑

②
カ
ー
ド
函
の
整
理
︑
③
図
書
目
録
の
刊
行
に
関
す
る
事
項
を
︑
台
帳
掛
は
︑
①
図
書
台

帳
の
登
録
及
び
保
管
︑
②
公
文
書
類
台
帳
の
登
録
及
び
保
管
に
関
す
る
事
項
を
︑
出
納
掛

は
︑
①
図
書
・
公
文
書
類
の
出
納
︑
②
印
章
の
保
管
・
出
納
に
関
す
る
事
項
を
︑
曝
書
掛

は
︑
①
図
書
・
公
文
書
の
曝
涼
及
び
②
防
虫
に
関
す
る
事
項
を
︑
修
理
掛
は
図
書
・
公
文

書
類
の
修
理
・
改
釘
に
関
す
る
事
項
を
掌
っ
た
︒

以
降
も
掛
に
関
す
る
規
程
は
改
正
が
重
ね
ら
れ
︑
図
書
寮
の
体
制
は
さ
ら
に
整
備
さ
れ

て
ゆ
く
︒
右
の
掛
規
程
は
︑
大
正
六
年
二
月
二
十
八
日
に
廃
さ
れ
︑
同
年
三
月
一
日
か
ら

図
書
寮
事
務
分
掌
規
程
が
施
行
さ
れ
た(

)
︵
大
正
六
年
二
月
二
十
八
日
図
書
頭
決
裁
︶︒
庶

36

務
課
で
は
︑
秘
書
掛
︑
文
書
掛
︑
登
録
掛
が
庶
務
掛
に
︑
公
文
書
編
纂
掛
と
公
文
書
装
釘

掛
が
公
文
書
掛
に
統
合
さ
れ
た
︒
公
文
書
掛
の
職
掌
に
は
大
正
三
年
時
の
掛
規
程
で
は
記

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
公
文
書
類
の
引
継
及
び
カ
ー
ド
目
録
の
調
製
︑
公
文
書
類
目
録
の
刊

行
が
み
え
る
︒
編
修
課
は
掛
・
職
掌
と
も
に
変
わ
ら
な
い
が
︑
図
書
課
で
は
庶
務
課
と
同

様
に
掛
の
統
合
が
行
わ
れ
た
︒
尚
蔵
掛
は
据
え
置
き
で
︑
目
録
掛
︑
台
帳
掛
︑
修
理
掛
が

保
管
掛
に
︑
書
庫
掛
︑
出
納
掛
︑
曝
書
掛
が
出
納
掛
に
統
合
さ
れ
た
︒
保
管
掛
の
職
掌
に

は
︑
統
合
前
の
三
掛
の
所
掌
事
務
に
図
書
の
引
継
と
蔵
書
印
の
管
守
に
関
す
る
事
項
が
加

わ
っ
て
い
る
︒

大
正
七
年
四
月
九
日
︑
図
書
寮
分
課
規
程
が
改
正
︵
大
正
七
年
訓
令
第
二
号
︶
さ
れ(

)
︑

37

公
文
書
類
の
保
管
業
務
が
図
書
課
か
ら
庶
務
課
へ
と
移
っ
た
︒
こ
の
改
正
に
よ
り
公
文
書

類
の
取
扱
が
庶
務
課
に
一
元
化
さ
れ
た
こ
と
に
伴
っ
て
︑
直
後
の
四
月
十
一
日
に
は
図
書

寮
事
務
分
掌
規
程
も
修
正
さ
れ
た(

)
︵
大
正
七
年
四
月
十
一
日
図
書
頭
決
裁
︶︒
図
書
課
保

38

管
掛
か
ら
は
︑
公
文
書
類
の
保
管
・
防
虫
・
修
理
・
改
釘
に
関
す
る
業
務
が
削
ら
れ
︑
庶

務
課
公
文
書
掛
へ
公
文
書
類
の
保
管
業
務
が
加
え
ら
れ
た
︒
合
わ
せ
て
保
管
掛
の
図
書
保﹅

管﹅

業
務
が
整﹅

理﹅

業
務
へ
と
書
き
換
え
ら
れ
︑
掛
の
名
称
も
整
理
掛
に
改
め
ら
れ
た
︒
ま
た
︑

出
納
掛
か
ら
公
文
書
類
の
出
納
・
曝
涼
業
務
が
除
か
れ
︑
公
文
書
類
に
関
し
て
は
公
文
書

掛
に
お
い
て
出
納
業
務
も
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
︒
同
時
に
︑
公
文
書
掛
の
所
掌
か
ら

は
四
部
体
制
に
関
す
る
言
及
が
消
失(

)
︒
文
章
中
に
公
文
書
類
の
引﹅

継﹅

と
あ
っ
た
の
が
受﹅

入﹅

39

と
文
言
修
正
さ
れ
た
︒
そ
の
他
に
︑
出
納
掛
か
ら
書
庫
の
取
締
業
務
が
削
除
さ
れ
︑
庶
務

掛
に
図
書
の
購
入
と
文
庫
の
取
締
に
関
す
る
業
務
が
付
加
さ
れ
て
い
る
︒

大
正
十
年
十
月
六
日
に
は
宮
内
省
官
制
が
全
面
改
正
さ
れ(

)
︑
翌
七
日
︑
宮
内
省
分
課
規

40

程(
)

︵
大
正
十
年
訓
令
第
八
号
︶
が
定
め
ら
れ
る
が
︑
図
書
寮
の
所
掌
・
分
課
に
は
特
筆
す

41べ
き
変
化
が
な
い
︒
こ
の
宮
内
省
分
課
規
程
は
︑
大
正
十
五
年
十
一
月
十
日
に
出
さ
れ
た

訓
令
第
九
号
で
改
正
さ
れ(

)
︑
庶
務
課
の
所
管
事
項
に
皇
統
譜
の
調
製
︑
陵
籍
墓
籍
の
調
製

42

及
び
登
録
が
加
わ
る
と
と
も
に
編
修
課
の
職
掌
か
ら
は
皇
統
譜
の
編
修
事
業
が
抹
消
さ
れ

た
︒
同
年
十
月
二
十
一
日
に
皇
統
譜
令(

)
が
発
令
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
改
組
で
あ
る
︒

43

同
年
中
に
は
︑
図
書
寮
事
務
分
掌
規
程
も
数
度
に
わ
た
っ
て
改
正
さ
れ
た
︒
ま
ず
︑
整

理
掛
に
副
本
の
作
製
に
関
す
る
事
項
が
加
筆
さ
れ
た(

)
︵
大
正
十
五
年
一
月
四
日
図
書
頭
決

44

裁
︶︒
副
本
の
作
製
が
企
図
さ
れ
た
の
は
︑
大
正
十
二
年
九
月
一
日
に
発
生
し
た
関
東
大

震
災
を
契
機
と
し
て
︑
貴
重
図
書
焼
失
に
対
す
る
危
機
感
が
高
ま
っ
た
た
め
で
あ
る(

)
︒
次

45

に
︑
六
月
の
改
正
で
は
整
理
掛
の
所
掌
事
務
に
図
書
の
登
録
が
追
加
さ
れ
︑
出
納
掛
に

﹁
函
架
ノ
決
定
図
書
庫
内
ノ
整
備
ニ
関
ス
ル
事
項
﹂
が
加
わ
っ
た(

)
︵
大
正
十
五
年
六
月
十

46

一
日
図
書
頭
決
裁
︶︒
こ
れ
と
関
連
し
て
︑
同
年
に
は
図
書
分
類
カ
ー
ド
の
調
製
様
式
や

図
書
原
簿
記
載
様
式
が
定
ま
る(

)
な
ど
︑
図
書
の
整
理
・
保
管
に
関
す
る
手
法
も
次
第
に
確

47

立
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
︒
さ
ら
に
︑
十
一
月
十
二
日
に
は
前
述
し
た
同
月
十
日
の
宮
内
省
分

課
規
程
の
改
正
を
受
け
て
︑
庶
務
掛
に
皇
統
譜
の
調
製
及
び
登
録
︑
陵
籍
墓
籍
の
調
製
及

び
登
録
︑
尚
蔵
掛
に
陵
籍
墓
籍
及
び
そ
の
登
録
に
係
る
記
録
の
尚
蔵
に
関
す
る
事
項
が
所

（ 44 ）



掌
事
務
と
し
て
付
け
加
え
ら
れ
た
︵
大
正
十
五
年
十
一
月
十
二
日
図
書
頭
決
裁
︶︒
同
時

に
︑
編
修
課
は
天
皇
皇
族
実
録
を
担
当
す
る
皇
統
掛
と
王
族
公
族
実
録
を
担
当
す
る
王
公

族
掛
の
二
掛
に
改
組
さ
れ
た(

)
︒

48

右
の
よ
う
に
︑
図
書
寮
の
事
業
範
囲
が
拡
充
す
る
に
つ
れ
て
︑
よ
り
多
く
の
人
員
が
必

要
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
︑
大
正
十
五
年
四
月
二
日
に
は
図
書
寮
雇
員
傭
人
細
則(

)
︵
大
正

49

十
五
年
指
令
第
四
六
号
︶
が
制
定
さ
れ
て
体
制
が
整
備
さ
れ
た
︒
雇
員
は
︑
属
の
事
務
補

助
に
従
事
す
る
雇
員
︑
公
文
書
件
名
の
印
録
を
行
う
録
手
︑
実
録
編
修
に
関
す
る
筆
録
に

専
従
す
る
史
生
の
三
種
に
分
類
︒
傭
人
は
︑
図
書
の
製
帖
・
修
補
に
従
事
す
る
修
補
工
と

公
文
書
類
の
装
釘
︵
製
本
︶
に
従
事
す
る
装
釘
工
に
分
け
ら
れ
た(

)
︒
紙
幅
の
都
合
上
︑
こ

50

こ
で
詳
述
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
︑
以
後
も
司
書
傭
や
写
字
生
︑
曝
書
傭
︑
繕
書
手
な

ど
が
事
情
に
応
じ
て
増
減
員
さ
れ
て
い
る
︒

戦
前
期
の
判
任
待
遇
以
上
の
官
員
数
の
変
化
に
つ
い
て
は
︑
判
明
す
る
範
囲
で
表
�
に

ま
と
め
た
︒
明
治
か
ら
大
正
初
期
に
か
け
て
は
お
お
よ
そ
二
〇
名
に
届
か
な
い
程
度
で
増

減
し
て
い
る
が
︑
大
正
八
・
九
年
に
は
朝
鮮
王
公
族
実
録
︑
四
親
王
家
実
録
︑
天
皇
皇
族

実
録
の
編
修
開
始
も
あ
り
︑
大
幅
に
増
員
し
て
い
る
︒
以
後
︑
戦
前
期
で
は
全
体
数
が
二

〇
名
か
ら
三
〇
名
位
で
推
移
し
て
い
る
︒

昭
和
二
年
六
月
十
六
日
の
宮
内
省
分
課
規
程
改
正
︵
昭
和
二
年
訓
令
第
七
号
︶
時(

)
に
は
︑

51

庶
務
課
の
所
掌
事
項
に
︑
王
族
譜
・
公
族
譜
及
び
王
公
族
の
墓
籍
の
調
製
・
登
録
︑
図
書

課
の
所
掌
に
王
族
譜
・
公
族
譜
︑
王
公
族
の
墓
籍
及
び
そ
の
登
録
に
係
る
記
録
の
尚
蔵
に

関
す
る
事
項
が
加
わ
っ
た
︒
こ
の
改
正
は
︑
同
日
︑
王
公
族
譜
規
程
並
び
に
王
公
族
墓
籍

規
程(

)
︵
昭
和
二
年
省
令
第
一
〇
・
一
一
号
︶
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
を
背
景
と
し
て
い
る
︒

52

こ
う
し
た
変
更
に
対
応
す
べ
く
図
書
寮
事
務
分
掌
規
程
も
改
正
さ
れ(

)
︵
昭
和
二
年
六
月
十

53

六
日
図
書
頭
決
裁
︶
︑
庶
務
掛
の
所
管
事
項
に
王
族
譜
・
公
族
譜
及
び
王
公
族
の
墓
籍
の

調
製
・
登
録
︑
尚
蔵
掛
の
所
管
事
項
に
王
族
譜
・
公
族
譜
︑
王
公
族
の
墓
籍
及
び
そ
の
登

録
に
係
る
記
録
の
尚
蔵
に
関
す
る
事
項
が
加
わ
っ
た
︒

昭
和
四
年
六
月
に
は
︑
宮
内
省
分
課
規
程
の
改
正
に
関
す
る
上
申
案
が
作
成
さ
れ
て
い

る(
)

︒
主
な
変
更
は
︑
皇
統
譜
や
皇
室
典
範
な
ど
の
尚
蔵
に
関
す
る
事
務
が
図
書
課
か
ら
庶

54務
課
へ
移
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
︒
そ
の
理
由
は
︑﹁
尚
蔵
書
類
ハ
公
文
書
類
ニ
シ
テ
図

書
ト
シ
テ
取
扱
フ
ヘ
キ
性
質
ノ
モ
ノ
ニ
非
ザ
﹂
る
た
め
と
述
べ
ら
れ
る
︒
ま
た
︑
こ
の
変

更
に
伴
っ
て
図
書
寮
事
務
分
掌
規
程
の
改
正
案
も
作
成
さ
れ
た
︒
そ
こ
で
は
︑
図
書
課
か

ら
庶
務
課
へ
尚
蔵
掛
を
移
動
し
︑
庶
務
課
公
文
書
掛
を
公
文
書
編
纂
掛
と
同
出
納
掛
︑
同

装
釘
掛
に
分
離
︒
図
書
課
内
に
製
本
・
修
補
及
び
﹁
書
庫
内
検
閲
﹂
に
関
す
る
事
項
を
掌

る
検
修
掛
の
新
設
が
構
想
さ
れ
て
い
る
︒
同
上
申
案
は
︑
図
書
頭
の
決
裁
を
受
け
た
も
の

の
︑
審
議
過
程
で
作
成
さ
れ
た
文
書
の
欄
外
に
は
﹁
廃
案
﹂
と
メ
モ
書
き
が
あ
り
︑
訓
令

が
発
せ
ら
れ
た
形
跡
も
な
い
︒
ま
た
︑
昭
和
九
年
時
点
で
﹁
現
行
﹂
と
さ
れ
て
い
る
図
書

寮
事
務
分
掌
規
程(

)
を
み
て
も
︑
昭
和
二
年
六
月
の
改
正
時
と
何
ら
変
化
が
な
い
︒
こ
れ
ら

55

の
こ
と
か
ら
︑
こ
の
改
正
案
は
実
現
し
な
か
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
︒

そ
の
後
︑
昭
和
十
二
年
度
か
ら
編
修
課
の
事
務
分
担
に
変
更
が
あ
っ
た(

)
︵
昭
和
十
一
年

56

十
二
月
二
十
八
日
図
書
頭
決
裁
︶︒
編
修
課
は
︑﹁
明
治
元
年
以
後
ニ
於
ケ
ル
崩
御
薨
去
ノ

皇
族
並
ニ
臣
籍
降
下
皇
族
ノ
降
下
以
前
ノ
御
事
歴
ノ
編
修
﹂
を
担
う
実
録
掛
と
皇
統
譜
登

録
案
の
調
製
並
び
に
皇
統
譜
登
録
事
項
の
根
拠
と
な
る
皇
統
譜
存
徴
の
作
成
を
担
任
す
る

皇
統
譜
掛
の
二
掛
に
改
編
さ
れ
た
︒
さ
ら
に
︑
実
録
掛
は
昭
憲
皇
太
后
他
の
実
録
編
修
を

担
当
す
る
第
一
部
と
同
じ
く
嘉
言
親
王
他
を
担
当
す
る
第
二
部
に
編
制
さ
れ
て
い
る
︒

以
降
︑
終
戦
以
前
に
宮
内
省
分
課
規
程
及
び
図
書
寮
事
務
分
掌
規
程
の
改
正
が
あ
っ
た

こ
と
を
示
す
資
料
は
な
い
︒
宮
内
省
図
書
寮
時
代
に
確
認
で
き
る
最
後
の
改
正
は
︑
戦
後

の
昭
和
二
十
一
年
四
月
一
日
訓
令
第
六
号
に
よ
る
宮
内
省
分
課
規
程
の
変
更
で
あ
る(

)
︒
そ

57
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年 勅任 勅任待遇 奏任 奏任待遇 判任 判任待遇 合計 前年比
明治 20 1 0 1 0 12 0 14 ―
明治 21 1 0 1 0 14 0 16 △ 2
明治 22 1 0 1 0 14 0 16 △ 0
明治 23 1 0 1 0 15 0 17 △ 1
明治 24 1 0 1 0 13 0 15 ▲ 2
明治 25 1 0 0 0 15 0 16 △ 1
明治 26 1 0 0 0 12 0 13 ▲ 3
明治 27 1 0 0 0 12 0 13 ▲ 0
明治 29 1 0 0 0 12 0 13 ▲ 0
明治 30 0 0 0 0 10 1 11 ▲ 2
明治 31 1 0 0 0 10 1 12 △ 1
明治 32 1 0 0 0 11 0 12 △ 0
明治 33 1 0 0 0 9 1 11 ▲ 1
明治 34 1 0 0 0 8 1 10 ▲ 1
明治 35 1 0 0 0 8 1 10 △ 0
明治 36 1 0 0 0 12 1 14 △ 4
明治 37 1 0 1 0 12 1 15 △ 1
明治 38 1 0 1 0 13 1 16 △ 1
明治 39 0 0 0 1 11 2 14 ▲ 2
明治 40 1 0 0 1 9 3 14 △ 0
明治 41 1 0 4 0 12 0 17 △ 3
明治 42 1 0 4 0 13 0 18 △ 1
明治 43 1 0 4 0 10 0 15 ▲ 3
明治 44 1 0 4 0 10 0 15 △ 0
明治 45
大正元 1 0 4 0 12 0 17 △ 2

大正 2 1 0 4 0 11 0 16 ▲ 1
大正 3 1 0 2 0 11 4 18 △ 2
大正 4 1 0 2 0 11 4 18 △ 0
大正 5 1 0 3 0 10 4 18 △ 0
大正 6 1 0 3 0 10 4 18 △ 0
大正 7 1 0 3 0 11 4 19 △ 1
大正 8 1 0 3 1 16 10 31 △ 12
大正 9 1 0 6 2 22 13 44 △ 13
大正 10 1 0 6 2 20 6 35 ▲ 9
大正 11 1 0 6 2 18 5 32 ▲ 3
大正 12 1 0 7 1 19 3 31 ▲ 1
大正 13 1 0 6 0 19 1 27 ▲ 4
大正 14 1 0 6 1 19 1 28 △ 1
大正 15
昭和元 1 0 6 1 18 1 27 ▲ 1

昭和 2 1 0 6 2 18 0 27 △ 0
昭和 3 1 0 6 4 18 0 29 △ 2
昭和 4 1 0 6 4 17 0 28 ▲ 1
昭和 5 1 0 6 5 15 0 27 ▲ 1
昭和 6 1 0 6 5 13 0 25 ▲ 2
昭和 7 1 0 6 5 13 0 25 △ 0
昭和 8 1 0 6 5 14 0 26 △ 1
昭和 9 1 0 8 3 18 0 30 △ 4
昭和 10 1 0 8 4 18 0 31 △ 1
昭和 11 1 0 7 5 17 0 30 ▲ 1
昭和 12 2 0 3 6 13 0 24 ▲ 6
昭和 13 1 0 4 6 13 0 24 △ 0
昭和 14 1 0 5 6 12 0 24 △ 0
昭和 15 1 0 4 6 14 0 25 △ 1
昭和 16 1 1 4 6 14 0 26 △ 1
昭和 17 1 1 4 4 13 0 23 ▲ 3

※ 1大臣官房文書課・調査課「帝室統計書」明治 20 年～昭和 4年、大臣官房文書課「統計録」大正 2～3年、調査課「宮内省統計」昭和 5～6年、調査課
「統計雑録」大正 4年、調査課「統計関係録」昭和 6～18 年（識別番号は煩雑となるため省略）、「図書寮史料」6、『宮内省職員録』から作成。
※2勅任待遇、奏任待遇、判任待遇は、それぞれ勅任取扱、准奏任・奏任取扱、准判任・判任取扱を含む。
※3前年比欄の△は増加を▲は減少を示す。
※4数字は、毎年 12 月末時点のもの。
※5明治 28 年度及び昭和 18 年度以降の統計は見当たらなかった。現在宮内公文書館所蔵の「帝室統計書」では、明治 27・28 年分が合冊されている。

表 3 宮内省図書寮官員数変遷表（勅任官〜判任官待遇)
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写
真

2
図
書
寮
庁
舎
其
他
新
築
工
事
図
面

第
2
階
平
面
図

大
正

1
5
年

1
0
月

1
9
日
（
内
匠
寮
「
工
事
録
」
9
、
昭
和

2
年
〈
識
別
番
号

100
3
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第

23
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文
書
)

昭
和

3
年
に
落
成
し
た
図
書
寮
庁
舎

1
階
の
建
築
図
面
。
写
真
左
手
が
「
公
文
書
庫
」。



こ
で
は
︑
宮
内
省
全
体
の
規
模
が
大
幅
に
縮
小
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
︑
諸
陵
寮
が
廃
さ
れ
︑

陵
墓
の
管
理
に
関
す
る
事
項
が
図
書
寮
の
所
掌
と
な
っ
て
い
る(

)
︒
ま
た
︑
御
歌
所
が
同
訓

58

令
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
︑
図
書
寮
内
に
歌
詠
課
が
お
か
れ
た
︒
歌
詠
課
は
︑
①
歌
会
始
︑

②
月
次
歌
御
会
︑
③
詠
歌
の
編
纂
・
撰
述
︑
④
御
製
御
歌
の
謄
本
の
保
管
に
関
す
る
事
項

を
所
管
す
る
と
さ
れ
た
︒

以
上
の
よ
う
な
事
業
の
他
に
︑
図
書
寮
で
は
臨
時
・
期
限
付
で
さ
ま
ざ
ま
な
編
修
︵
編

集
︶
事
業
が
行
わ
れ
た
︒
そ
の
全
体
像
は
︑
宮
内
庁
書
陵
部
編
修
課
編
﹃
宮
内
省
の
編
纂

事
業(

)
﹄
で
端
的
に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
︑
各
事
業
を
個
別
に
検
討
し
た
論
考(

)
も
あ
る
の
で

59

60

こ
こ
で
そ
れ
ら
を
逐
一
解
説
す
る
こ
と
は
し
な
い
が
︑
そ
う
し
た
事
業
は
図
書
寮
の
特
徴

的
な
活
動
の
一
つ
で
あ
っ
た
︒

第
一
章
・
第
二
章
を
通
じ
て
︑
図
書
寮
の
創
設
か
ら
宮
内
省
廃
止
ま
で
の
官
制
・
事
務

分
掌
の
変
遷
を
通
観
し
た
︒
皇
室
典
範
な
ど
の
尚
蔵
文
書
や
図
書
︑
公
文
書
類
の
受
入

︵
引
継
)
・
整
理
・
保
存
・
管
理
・
修
復
・
出
納
と
い
っ
た
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と
し
て
の
機
能

と
︑
皇
統
譜
や
実
録
の
編
修
及
び
多
様
な
か
た
ち
で
行
わ
れ
た
編
修
︵
編
集
︶
事
業
に
伴

う
調
査
・
研
究
と
が
組
織
を
特
徴
づ
け
る
事
業
で
あ
っ
た
と
い
え
る
︒

三

宮
内
府
設
置
～
宮
内
庁
書
陵
部
の
発
足
後

昭
和
二
十
二
年
︵
一
九
四
七
︶
五
月
二
日
︑
宮
内
省
は
廃
止
さ
れ
︑
翌
三
日
宮
内
府
法

︵
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
七
〇
号
︶
が
施
行
さ
れ
た
︒
宮
内
府
設
置
に
合
わ
せ
て
︑
同
日

付
の
訓
令
第
一
号
で
宮
内
府
事
務
分
掌
規
程(

)
が
定
め
ら
れ
た
︒
同
規
程
第
六
条
で
は
︑
図

61

書
寮
の
所
掌
事
務
は
︑
①
皇
統
譜
︑
②
陵
墓
︑
③
図
書
及
び
記
録
の
編
集
・
複
刻
・
保

管
・
出
納
︑
④
公
文
書
類
の
編
集
及
び
保
管
︑
⑤
正
倉
院
に
関
す
る
事
項
と
さ
れ
た
︒
こ

こ
で
は
︑
明
治
期
に
図
書
寮
の
所
管
か
ら
外
さ
れ
た
正
倉
院
関
連
の
事
務
が
掲
げ
ら
れ
て

い
る(

)
︒

62同
じ
く
五
月
三
日
に
発
せ
ら
れ
た
宮
内
府
分
課
規
程(

)
︵
昭
和
二
十
二
年
訓
令
第
二
号
︶

63

の
第
六
章
第
二
一
条
に
て
図
書
寮
に
庶
務
課
︑
編
修
課
︑
図
書
課
が
置
か
れ
た
︒
庶
務
課

は
︑
①
皇
統
譜
の
調
製
及
び
登
録
︑
②
陵
墓
︑
③
正
倉
院
︑
④
公
文
書
類
の
編
集
・
保
管
︑

⑤
会
計
︑
⑥
物
品
の
保
管
・
出
納
︑
⑦
官
印
の
管
守
︑
⑧
他
課
に
属
さ
な
い
そ
の
他
の
事

柄
に
関
す
る
事
項
を
掌
っ
た
︒
②
の
陵
墓
管
理
と
の
関
係
で
は
︑
多
摩
・
桃
山
・
畝
傍
監

区
事
務
所
︵
昭
和
二
十
九
年
に
多
摩
・
桃
山
・
月
輪
・
畝
傍
・
古
市
の
五
監
区
事
務
所
と

な
る
︶
に
関
す
る
事
項
を
庶
務
課
が
所
掌
す
る
よ
う
に
な
っ
た(

)
︒
④
公
文
書
類
の
編
集
・

64

保
管
に
関
す
る
事
項
は
︑
同
年
七
月
四
日
付
の
訓
令
第
七
号
を
も
っ
て
庶
務
課
か
ら
図
書

課
へ
移
管
さ
れ
た(

)
︒
編
修
課
は
︑
①
天
皇
皇
族
実
録
の
編
修
︑
②
図
書
及
び
記
録
の
編
修

65

に
関
す
る
事
項
を
︑
図
書
課
は
︑
①
皇
統
譜
及
び
皇
統
譜
に
関
す
る
記
録
の
尚
蔵
︑
②
陵

籍
・
墓
籍
に
関
す
る
記
録
の
尚
蔵
︑
③
図
書
及
び
記
録
の
覆
刻
・
保
管
・
出
納
に
関
す
る

事
項
を
掌
る
こ
と
と
さ
れ
た
︒

さ
ら
に
︑
宮
内
府
分
課
規
程
の
制
定
に
伴
っ
て
︑
三
課
に
お
け
る
分
掌
を
定
め
た
図
書

寮
事
務
分
担
内
規
案
が
︑
七
月
二
十
一
日
付
で
図
書
頭
か
ら
長
官
へ
上
申
︒
八
月
一
日
に

認
可
を
得
た
︵
昭
和
二
十
二
年
指
令
第
一
九
号(

)
︶︒

66

同
内
規
で
︑
庶
務
課
に
は
庶
務
係
︑
諸
陵
係
が
置
か
れ
た
︒
庶
務
係
は
︑
①
機
密
事
項
︑

②
職
員
の
進
退
・
身
分
︑
③
皇
統
譜
の
調
製
及
び
登
録
︑
④
正
倉
院
︑
⑤
官
印
の
管
守
︑

⑥
陵
籍
・
墓
籍
の
調
製
及
び
登
録
︑
⑦
皇
室
略
牒
の
編
纂
︑
⑧
文
庫
の
取
締
︑
⑨
制
規
の

立
案
・
審
査
︑
⑩
例
規
の
編
纂
︑
⑪
文
書
の
往
復
・
整
理
︑
⑫
図
書
の
受
入
・
購
入
︑
⑬

庁
舎
の
修
繕
︑
⑭
構
内
の
取
締
︑
宿
直
及
び
衛
生
︑
⑮
統
計
報
告
︑
⑯
寮
史
の
編
纂
︑
⑰

人
夫
及
び
車
馬
の
請
求
︑
⑱
物
品
の
保
管
・
出
納
︑
⑲
俸
給
及
び
旅
費
︑
⑳
他
課
・
係
に

（ 48 ）



表 4　宮内省図書寮組織変遷表

10 庶務（会計）掛
図書課系統

10．1 庶務課

明治 17
明治 18
明治 19
明治 20
明治 21

明治 22

明治 23
明治 24
明治 25
明治 26
明治 27
明治 28
明治 29
明治 30
明治 31
明治 32
明治 33
明治 34
明治 35
明治 36
明治 37
明治 38
明治 39
明治 40
明治 41
明治 42
明治 43
明治 44
明治 45
（大正元）

（昭和元）

大正 2

大正 3

大正 4
大正 5
大正 6
大正 7
大正 8
大正 9
大正 10
大正 11
大正 12
大正 13
大正 14
大正 15

3．1　庶務掛 3．1  公文書掛

（11．12）

10 書籍掛

10．1 記録課

編修課系統
10 御系譜掛

10．1 御系譜課

5．1編修課

8．19　皇統譜掛

？天皇皇族実録校訂部

（12）

8 大正天皇御製集編纂部

1年中行事調査部 6．30 公刊明治天皇御紀編纂部

3廃止
6廃止

7皇宮離宮調査部

6．30 廃止
4廃止

（廃止時期不明）

その他
10 古器物保存并美術掛

7正倉院宝庫掛
1．18 博物館

1六国史校訂材料取調掛

12 廃止

1六国史校訂準備委員会

12 廃止

7．27　大正天皇実録（編修）部　有職調査部

12．27 廃止

4．1歌詠課

昭和 2

昭和 3
昭和 4
昭和 5
昭和 6
昭和 7
昭和 8
昭和 9

昭和 16
昭和 17
昭和 18
昭和 19

昭和 21

昭和 20

昭和 22

昭和 10
昭和 11
昭和 12
昭和 13
昭和 14

昭和 15

8．19   秘書掛 文書掛 登録掛 公文書編纂掛 公文書装釘掛

10 記録掛

10．1 記録課
12 臨時先帝紀事掛
　（のちに先帝御事蹟編輯掛）

（廃止時期不明）

8．19 廃止

目録掛 台帳掛 修理掛 書庫掛 出納掛 曝書掛

3．1　保管掛 3．1　出納掛

4．11　整理掛

8．19　尚蔵掛

12 廃止1．1　実録掛 皇統譜掛

（廃止時期不明）

7．27 帝国奈良博物館へ移管 5．16 帝国博物館設置

実録掛

11．12　皇統掛 王公族掛

※1図書寮「例規録」、図書寮「重要雑録」、図書寮「雑件録」、大臣官房調査課「訓令録」のうち明治17～昭和 22 年分及び「帝室例規類纂」・「帝室例規類纂稿本」のうち官職門（識別番号は煩雑となるため省略。宮内公文書館 HP「宮内公文書館特定歴史公文書等目録」にて検索可能。）、「図書寮史料」3・4、『法令全書』、『官報』、『宮内省省報』、『宮内省職員録』、『明治天皇紀』、宮内庁書陵部
　編修課編『展示目録　宮内省の編纂事業』などから作成。なお、刊行物について覆刻版があるものはそちらを用いた。
※2 破線は、改廃・統合の時期が明らかでない組織を表す。
※3 表作成の都合により、各課・掛の並びは必ずしも班列通りではない。班列については本文を参照されたい。
※4 各課・掛の横にある数字は、設置改廃の月日を示す。

5．2　宮　　内　　省　　廃　　止



※
1
図
書
寮「
進
退
録
」明
治
18～
昭
和
20
年
、
大
臣
官
房
秘
書
課「
進
退
録
」明
治
17
年
～
昭
和
20
年
の
う
ち「
高
等
官
の
部
」（
識
別
番
号
は
煩
雑
と
な
る
た
め
省
略
）、「
図
書
寮
史
料
」4、『

宮
内
省
職
員
録
』、『
明
治
大
正
昭
和
 官
員
録
・
職
員
録
集
成
』（
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
発
行
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
）な
ど
か
ら
作
成
。

※
2
人
名
横
の
数
字
は
就
任
月
日
を
、
矢
印
の
終
点
に
あ
る
数
字
は
離
任
月
日
を
表
す
。

表
5　
宮
内
省
図
書
寮
主
要
人
事
変
遷
表

頭
助

助
事
務
補
助

主
事

庶
務
課
長

御
系
譜
課
長

編
修
課
長

図
書
課
長

記
録
課
長

歌
詠
課
長

明
治
17

明
治
20

明
治
18

明
治
19

明
治
21

明
治
22

明
治
23

明
治
24

明
治
25

明
治
26

明
治
27

明
治
28

明
治
29

明
治
30

明
治
31

明
治
32

明
治
35

明
治
36

明
治
37

明
治
38

明
治
39

明
治
40

明
治
41

明
治
42

明
治
43

明
治
44

明
治
45

大
正
2

大
正
3

大
正
4

大
正
5

大
正
6

大
正
7

大
正
8

大
正
9

大
正
10

大
正
11

大
正
12

大
正
13

大
正
14

大
正
15

（
昭
和
元
）

（
大
正
元
）

明
治
33

明
治
34

8．27
井
上
毅

3．2
丸
山
作
楽

2．8
2．10

九
鬼
隆
一

7．23
7．23

兒
玉
愛
二
郎

6．13
6．13

田
邊
新
七
郎

10．28
田
邊

11．2
山
縣
篤
蔵
（
心
得
）

12．19
山
縣
篤
蔵

11．2

7．24
7．24

杉
孫
七
郎

2．26
2．26

都
筑
馨
六

5．25
6．4
山
口
正
定
（
代
理
）

4．26
4．26

勝
間
田
稔

1．31
2．2
足
立
正
聲

1．31
1．31

山
口
鋭
之
助

6．23（
37．7．30

か
ら
助
）

6．30
高
島
張
輔

1．1

12．25
12．25

森
林
太
郎

7．9
7．10

五
味
均
平
（
心
得
）

9．17
9．17

渡
部
信

5．3
5．3
金
田
才
平

9．6
9．6
池
田
秀
吉

3．19
3．19

大
場
茂
行

4．23
4．23

城
富

次

10．15
山

縣
篤

蔵
10．15

丸
山

作
楽

10．15
山

縣
篤

蔵
10．15

山
縣

篤
蔵

?12．15
佐

藤
忠

淳

12．13
12．13

樋
口

利
喜

太
郎

1．1
高

島
張

輔

7．8

5．5（
1．7

か
ら

心
得

）
5．5

林
長

喜

4．29
2．9

神
谷

初
之

助

8．19
8．20

五
味

均
平

5．5
井

上
頼

圀
5．5（

1．7
か

ら
心

得
）

5．5（
1．7

か
ら

心
得

）
5．5

本
多

辰
次

郎
5．5（

1．7
か

ら
心

得
）

5．5
林

長
喜

?10．29
片

山
勤

7．4
8．20

本
多

辰
次

郎

1．29

8．19
8．20

五
味

均
平

4．29
2．9

神
谷

初
之

助

8．19

7．2
7．2

岩
波

武
信

5．5
5．5

鈴
木

重
孝

7．17
7．17

久
保

覺
次

郎

5．8
5．8

森
田

久
造

6．24
6．24

飛
鳥

井
雅

信

3．16
本

多
辰

次
郎

6．3
6．3

芝
葛

盛

8．16
8．16

樹
下

快
淳

7．2
7．2

岩
波

武
信

5．5
5．5

鈴
木

重
孝

7．17
7．17

久
保

覺
次

郎

5．8
5．8

森
田

久
造

6．24
6．24

飛
鳥

井
雅

信

11．15
11．15

藤
井

宇
多

治
郞

3．30
3．30

本
郷

定
男

10．22
10．22

和
田

軍
一

11． 15
11．15

藤
井

宇
多

治
郞

3．30
3．30

本
郷

定
男

4．1
入

江
相

政

昭
和

2
昭

和
3

昭
和

4
昭

和
5

昭
和

6
昭

和
7

昭
和

8

昭
和

9
昭

和
10

昭
和

11
昭

和
12

昭
和

13

昭
和

14

昭
和

15

昭
和

16

昭
和

17

昭
和

18

昭
和

19

昭
和

20

昭
和

21

昭
和

22

12．22
12．22

杉
栄

三
郎

2．9
3．11

清
岡

公
張

1．10
1．10

田
中

光
顕

6．16
6．16

田
邊

新
七

郎

10．28
?山

縣
篤

蔵
（

代
理

）

3．7
3．7

井
上

頼
圀

6．19
6．19

林
與

之
助

12．27
12．27

渡
邊

鎮
雄

6．19
6．19

林
與

之
助

12．27
12．27

渡
邊

鎮
雄

5．2　
宮
　
　
内
　
　
省
　
　
廃
　
　
止



属
さ
な
い
事
柄
に
関
す
る
事
項
を
︑
諸
陵
係
は
︑
①
陵
墓
及
び
附
属
建
物
の
管
理
︑
②
陵

籍
・
墓
籍
の
副
本
保
管
︑
③
陵
墓
図
の
調
製
︑
④
陵
墓
地
の
整
理
︑
⑤
陵
墓
の
参
拝
︑
⑥

枯
損
木
そ
の
他
不
要
物
件
の
処
分
︑
⑦
陵
墓
の
工
事
取
調
︑
⑧
統
計
報
告
に
関
す
る
事
項

を
所
掌
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
︒
庶
務
係
が
︑
正
倉
院
関
係
の
事
務
を
所
管
し
︑
新
設
の
諸

陵
係
が
陵
墓
に
関
す
る
主
要
な
事
項
を
取
り
扱
う
こ
と
と
な
っ
た
︒

編
修
課
に
は
︑
編
修
係
︑
調
査
係
が
置
か
れ
た
︒
編
修
係
は
︑
天
皇
皇
族
実
録
と
皇
統

譜
存
徴
の
編
修
に
関
す
る
事
項
を
︑
調
査
係
は
皇
室
の
文
化
並
び
に
陵
墓
の
調
査
に
関
す

る
事
項
を
掌
っ
た
︒
調
査
係
の
所
掌
事
務
に
皇
室
の
文
化
に
関
す
る
調
査
が
掲
出
さ
れ
︑

諸
陵
寮
の
廃
止
を
請
け
て
陵
墓
の
調
査
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
︒
皇
室
の
文
化
に
関
す
る
調

査
に
つ
い
て
は
︑
後
に
皇
室
制
度
の
歴
史
的
研
究
に
関
す
る
事
業
︵﹁
皇
室
に
関
す
る
諸

般
制
度
の
本
質
起
源
及
び
沿
革
を
確
実
な
る
資
料
に
基
づ
き
叙
述
す
る
こ
と
﹂︶
の
開
始

に
つ
い
て
宮
内
庁
書
陵
部
長
か
ら
同
長
官
へ
上
申
が
あ
り
︑
昭
和
二
十
四
年
七
月
五
日
に

認
め
ら
れ
て
い
る(

)
︒

67

図
書
課
に
は
︑
図
書
係
︑
出
納
係
が
設
置
さ
れ
た
︒
図
書
係
は
︑
①
図
書
の
整
理
・
登

録
及
び
公
文
書
類
の
編
纂
・
登
録
︑
②
カ
ー
ド
目
録
の
調
製
・
整
理
︑
③
目
録
の
刊
行
︑

④
副
本
の
作
成
︑
⑤
図
書
の
修
理
及
び
公
文
書
類
の
装
釘
︑
⑥
蔵
書
印
の
管
守
に
関
す
る

事
項
を
︑
出
納
係
は
︑
①
皇
統
譜
及
び
そ
の
登
録
に
係
る
記
録
の
保
管
︑
②
陵
籍
及
び
そ

の
登
録
に
係
る
記
録
の
保
管
︑
③
そ
の
他
の
貴
重
公
文
書
類
の
保
管
︑
④
図
書
・
公
文
書

類
の
出
納
に
関
す
る
事
項
︑
⑤
函
架
の
決
定
並
び
に
図
書
・
公
文
書
庫
内
の
整
備
︑
⑥
図

書
・
公
文
書
類
の
防
虫
及
び
曝
涼
に
関
す
る
事
項
を
所
管
し
た
︒

宮
内
省
時
代
の
庶
務
課
公
文
書
掛
の
よ
う
な
公
文
書
専
門
の
部
門
が
消
失
し
︑
図
書
係

に
て
図
書
と
公
文
書
類
が
一
括
し
て
管
理
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
︒
ま
た
︑
図
書
課
尚
蔵

掛
の
よ
う
に
尚﹅

蔵﹅

を
名
称
に
冠
す
る
係
も
置
か
れ
な
い
な
ど
︑
図
書
寮
全
体
と
し
て
宮
内

省
時
代
よ
り
も
簡
素
化
さ
れ
た
機
構
に
な
っ
て
い
る
︒

次
い
で
︑
昭
和
二
十
三
年
四
月
三
十
日
訓
令
第
四
号(

)
に
て
︑
図
書
寮
は
監
理
課
と
編
修

68

課
の
二
課
編
制
に
改
め
ら
れ
た
︒
監
理
課
は
︑
お
お
よ
そ
従
前
の
庶
務
課
と
図
書
課
の
職

掌
を
合
わ
せ
も
っ
た
部
局
と
し
て
誕
生
し
た
︒
同
じ
四
月
三
十
日
に
は
︑
図
書
頭
が
図
書

寮
事
務
分
担
内
規
の
改
正
案
を
上
申
︒
六
月
三
日
付
で
認
可
さ
れ
た(

)
︵
昭
和
二
十
三
年
指

69

令
第
七
号
︶︒
監
理
課
に
は
︑
管
理
係
︑
図
書
係
︑
出
納
係
の
三
つ
の
係
が
設
け
ら
れ
た
︒

管
理
係
は
庶
務
課
庶
務
係
と
諸
陵
係
が
担
っ
て
い
た
職
掌
を
︑
図
書
係
は
図
書
課
図
書
係
︑

出
納
係
は
図
書
課
出
納
係
の
そ
れ
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
継
承
し
た
︒
編
修
課
は
︑
課
の
所
掌

事
務
︑
係
の
編
制
と
も
に
変
化
が
な
い
︒

昭
和
二
十
四
年
六
月
一
日
︑
総
理
府
設
置
法
︵
昭
和
二
十
四
年
法
律
一
二
七
号
︶
の
施

行
に
伴
っ
て
宮
内
府
法
が
改
正
さ
れ
︵
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
一
三
四
号
︶︑
総
理
府
の

外
局
と
し
て
宮
内
庁
が
置
か
れ
た
︒
宮
内
府
法
の
改
正
に
よ
り
図
書
寮
に
替
わ
っ
て
書
陵

部
が
設
置
︒
書
陵
部
の
所
掌
事
務
は
︑
①
皇
統
譜
の
調
製
・
登
録
及
び
保
管
︑
②
陵
墓
の

管
理
︑
③
図
書
及
び
記
録
の
保
管
・
出
納
・
覆
刻
・
編
集
︑
④
公
文
書
の
編
集
及
び
保
管
︑

⑤
正
倉
院
に
関
す
る
事
項
と
規
定
さ
れ
た
︒
項
目
の
順
序
に
変
更
は
あ
る
が
︑
昭
和
二
十

二
年
の
宮
内
府
事
務
分
掌
規
程
に
お
け
る
図
書
寮
の
所
掌
事
務
と
全
体
的
に
ほ
ぼ
同
じ
で

あ
る
︒
こ
の
時
点
で
は
︑
部
内
の
事
務
分
掌
も
図
書
寮
時
代
と
変
わ
ら
な
い
︒

そ
の
後
︑
昭
和
二
十
六
年
四
月
一
日
指
令
第
三
号(

)
に
て
図
書
寮
事
務
分
担
内
規
が
改
正

70

さ
れ
た
︵
書
陵
部
事
務
分
掌
細
則
と
改
称
︶︒
こ
こ
で
は
︑
監
理
課
に
新
た
に
二
つ
の
係

が
設
け
ら
れ
︑
庶
務
係
︑
陵
墓
係
︑
図
書
係
︑
出
納
係
︑
図
書
館
係
の
五
係
の
体
制
と
な

っ
た
︒
陵
墓
係
は
︑
陵
墓
に
関
す
る
事
務
分
担
を
明
確
化
し
て
業
務
効
率
の
向
上
を
図
る

た
め
に
新
設
︒
同
係
の
所
掌
事
務
は
︑
昭
和
二
十
二
年
時
点
で
存
在
し
た
庶
務
課
諸
陵
係

と
大
差
な
く
︑
陵
墓
全
般
に
関
す
る
こ
と
を
掌
っ
た
が
︑
陵
籍
墓
籍
の
副
本
保
管
に
関
す
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る
規
定
が
み
ら
れ
ず
︑
陵
墓
歴
の
作
成
が
追
加
さ
れ
て
い
る
点
で
異
な
る
︒
ま
た
︑
図
書

館
係
は
︑
国
立
国
会
図
書
館
支
部
宮
内
庁
図
書
館
に
関
す
る
図
書
の
受
入
・
整
理
・
登
録
︑

蔵
書
カ
ー
ド
及
び
目
録
・
索
引
の
作
成
︑
蔵
書
印
の
管
守
を
担
う
係
と
し
て
設
け
ら
れ
た
︒

図
書
館
係
の
設
置
は
︑
国
立
国
会
図
書
館
長
か
ら
宮
内
庁
長
官
へ
国
立
国
会
図
書
館
法
の

規
定
に
よ
り
行
政
各
部
門
に
置
か
れ
る
支
部
図
書
館
及
び
そ
の
職
員
に
関
す
る
法
律
︵
昭

和
二
十
四
年
法
律
第
一
〇
一
号
︶
に
基
づ
い
て
支
部
図
書
館
の
設
置
に
関
す
る
規
程
を
設

け
ら
れ
た
い
旨
の
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
こ
と
に
端
を
発
し
て
い
る(

)
︒

71

翌
二
十
七
年
に
は
︑
国
家
行
政
組
織
法
︵
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
一
二
〇
号
︶
に
基
づ

い
て
宮
内
庁
組
織
令
︵
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
三
七
七
号
︶
が
公
布
さ
れ
た
︒
書
陵
部
に

監
理
課
︑
編
修
課
の
二
課
が
置
か
れ
た
の
は
従
来
通
り
だ
が
︵
第
八
条
︶︑
第
九
条
で
定

め
ら
れ
た
監
理
課
の
所
掌
事
務
か
ら
図
書
の
編
集
業
務
が
削
除
さ
れ
︑
国
立
国
会
図
書
館

支
部
宮
内
庁
図
書
館
に
関
す
る
事
項
が
新
た
に
加
わ
っ
た
︒
編
修
課
に
つ
い
て
の
改
正
は

こ
の
時
も
行
わ
れ
ず
︑
宮
内
庁
組
織
令
上
の
同
課
の
所
掌
事
務
は
現
在
に
至
る
ま
で
変
わ

っ
て
い
な
い
︒

こ
う
し
た
組
織
変
遷
の
背
景
で
は
︑
左
の
よ
う
な
業
務
改
善
が
企
図
さ
れ
て
い
た
︒
終

戦
以
降
︑
図
書
寮
は
そ
れ
ま
で
﹁
対
内
的
で
消
極
的
態
度
で
あ
っ
た
﹂
姿
勢
を
改
め
て
︑

﹁
積
極
的
に
啓
蒙
指
導
に
力
点
を
置
く
﹂
よ
う
努
め
︑
﹁
出
来
る
だ
け
学
問
研
究
家
へ
働
き

か
け
利
用
の
増
大
を
図
る
﹂
方
針
を
発
表
し
た
︒
そ
の
具
体
的
な
場
と
し
て
︑
昭
和
二
十

一
年
二
月
か
ら
月
例
の
図
書
展
示
会
が
開
催
さ
れ
た(

)
︒
ま
た
︑
昭
和
二
十
三
年
に
は
﹃
桂

72

宮
本
叢
書(

)
﹄
︑
同
二
十
五
年
に
は
﹃
書
陵
部
紀
要
﹄
の
刊
行
が
開
始
し
︑
貴
重
資
料
の
利

73

用
促
進
及
び
調
査
・
研
究
成
果
の
公
表
が
推
進
さ
れ
た(

)
︒
明
治
期
以
来
培
っ
て
き
た
事
業

74

の
根
幹
と
な
る
部
分
に
つ
い
て
は
継
承
し
な
が
ら
︑
終
戦
及
び
宮
内
省
の
廃
止
を
境
に
組

織
の
あ
り
方
が
変
容
し
た
様
子
が
窺
え
る
︒

四

三
課
体
制
の
成
立
前
後
～
現
在

昭
和
三
十
年
代
に
書
陵
部
の
体
制
に
い
く
つ
か
の
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
︒
ま
ず
︑
昭

和
三
十
一
年
︵
一
九
五
六
︶
四
月
一
日
の
指
令
第
一
号(

)
に
よ
り
監
理
課
に
︑
①
公
文
書
の

75

編
集
︑
②
公
文
書
の
調
査
・
研
究
︑
③
公
文
書
の
目
録
作
成
を
掌
る
公
文
書
係
が
設
け
ら

れ
た
︒
こ
れ
に
伴
い
︑
図
書
係
の
所
掌
事
務
か
ら
は
公
文
書
に
関
す
る
事
項
が
削
除
さ
れ

て
い
る
︒
公
文
書
係
は
︑
戦
中
の
混
乱
及
び
戦
後
の
人
員
整
理
に
よ
っ
て
中
断
し
て
い
た

公
文
書
の
整
理
事
業
を
再
開
す
る
こ
と
を
目
的
に
設
置
さ
れ
た
︒
そ
の
趣
旨
に
は
︑﹁︵
公

文
書
の
︶
未
整
理
部
分
は
︑
過
去
と
将
来
に
亘
る
公
文
書
体
系
の
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
一
環

を
な
す
ば
か
り
で
な
く
︑
国
情
の
変
化
に
伴
う
皇
室
制
度
の
大
切
な
変
動
期
に
当
り
︑
こ

の
間
公
文
書
は
特
に
完
全
な
る
編（

修マ
マ

﹂）

を
期
し
︑﹁
今
後
事
務
の
執
行
に
当
り
緊
急
の
必

要
に
応
ず
る
た
め
﹂︑﹁
今
後
諸
記
録
編
修
に
当
り
有
機
的
機
能
を
発
揮
す
る
た
め
に
も
そ

の
編
修
を
急
ぐ
必
要
が
あ
る
﹂
と
謳
わ
れ
た(

)
︒

76

同
年
六
月
二
十
六
日
に
は
︑
宮
内
庁
組
織
令
が
改
正
さ
れ
︵
昭
和
三
十
一
年
政
令
第
二

一
三
号
︶︑
監
理
課
が
廃
止
︒
替
わ
っ
て
図
書
課
が
設
置
さ
れ
た
︒
た
だ
し
︑
監
理
課
が

所
掌
し
て
い
た
事
務
の
う
ち
︑
陵
墓
の
管
理
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
︑
書
陵
部
長
の

も
と
に
新
た
に
置
か
れ
た
陵
墓
管
理
官
が
管
轄
し
︑
図
書
課
に
は
引
き
継
が
れ
な
か
っ
た
︒

こ
れ
に
従
っ
て
︑
同
日
付
で
書
陵
部
事
務
分
掌
細
則
︵
以
下
︑﹁
細
則
﹂
と
い
う
︶
も

改
正
さ
れ
た(

)
︵
昭
和
三
十
一
年
指
令
第
八
号
︶︒
陵
墓
管
理
官
付
に
陵
墓
管
理
係
が
置
か

77

れ
︑
陵
墓
係
は
廃
止
と
な
っ
た
︒
陵
墓
管
理
係
は
︑
①
陵
墓
職
員
の
教
養
︑
②
陵
墓
の
管

理
︑
③
陵
墓
地
︑
陵
墓
専
用
道
路
︑
附
属
建
物
︑
立
木
竹
︑
工
作
物
等
の
管
理
︑
④
物
品

の
配
置
︑
⑤
陵
籍
墓
籍
の
副
本
の
保
管
︑
⑥
陵
墓
図
の
調
製
︑
⑦
陵
墓
祭
︑
⑧
陵
墓
の
参
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拝
︑
⑨
各
監
区
事
務
の
連
絡
及
び
調
整
︑
⑩
例
規
の
編
集
︑
⑪
陵
墓
の
調
査
︑
⑫
陵
墓
歴

の
調
製
に
関
す
る
事
項
を
掌
る
と
規
定
さ
れ
た
︒
ま
た
︑
こ
の
改
正
時
に
公
文
書
係
の
所

管
事
項
に
公
文
書
の
受
入
が
追
加
さ
れ
て
い
る
︒

同
年
中
に
細
則
は
さ
ら
に
改
正
さ
れ
︑
八
月
九
日
︑
陵
墓
管
理
官
付
に
陵
墓
調
査
係
が

新
設
さ
れ
た(

)
︵
昭
和
三
十
一
年
指
令
第
二
三
号
︶
︒
同
係
で
は
︑
①
陵
墓
の
調
査
及
び
墓

78

籍
の
編
集
︑
②
陵
籍
墓
籍
の
編
集
︑
③
陵
墓
歴
の
調
製
︑
④
陵
墓
管
理
の
沿
革
史
の
編
集
︑

⑤
陵
墓
参
考
資
料
の
収
集
及
び
保
管
︑
⑥
陵
墓
考
証
記
録
の
保
管
に
関
す
る
事
項
を
掌
る

と
さ
れ
た
︒
同
時
に
︑
陵
墓
管
理
係
の
所
掌
事
務
か
ら
は
︑
陵
墓
の
調
査
及
び
陵
墓
歴
の

調
整
に
関
す
る
事
項
が
削
除
さ
れ
︑
陵
墓
管
理
官
の
所
掌
事
務
で
他
の
係
に
属
さ
な
い
事

項
が
追
加
さ
れ
た
︒

昭
和
三
十
三
年
七
月
に
再
び
細
則
が
改
め
ら
れ
る(

)
︵
昭
和
三
十
三
年
指
令
第
七
号
︶︒

79

ま
ず
︑
図
書
課
庶
務
係
が
所
掌
し
て
い
た
物
品
の
請
求
︑
受
入
︑
保
管
及
び
出
納
に
関
す

る
事
項
が
﹁
庁
用
物
品
に
関
す
る
こ
と
﹂
と
文
言
修
正
さ
れ
た
︒
次
に
︑
図
書
課
図
書
係

が
図
書
第
一
係
と
図
書
第
二
係
に
分
け
ら
れ
︑
い
く
つ
か
の
新
し
い
職
務
が
追
加
さ
れ
た
︒

図
書
第
一
係
は
︑
①
図
書
資
料
の
収
集
︑
整
理
及
び
登
録
︑
②
図
書
資
料
の
調
査
・
研
究
︑

解
説
及
び
紹
介
︑
③
図
書
資
料
及
び
公
文
書
の
修
補
︑
製
本
に
関
す
る
こ
と
を
︑
図
書
第

二
係
は
︑
①
目
録
索
引
の
作
成
︑
②
図
書
資
料
の
校
本
及
び
複
本
の
作
成
︑
③
出
版
に
関

す
る
こ
と
を
掌
る
と
さ
れ
た
︒
図
書
資
料
の
整
理
・
保
存
・
研
究
に
関
す
る
職
務
を
担
う

第
一
係
と
︑
公
開
・
普
及
に
向
け
た
業
務
を
担
当
す
る
第
二
係
に
分
か
れ
た
体
制
で
あ
る
︒

翌
三
十
四
年
に
は
︑
宮
内
庁
組
織
令
の
改
正
に
よ
り
陵
墓
管
理
官
付
が
廃
さ
れ
︑
陵
墓

課
が
設
置
︵
昭
和
三
十
四
年
政
令
第
三
四
一
号
︶
︒
陵
墓
課
は
︑
陵
墓
の
管
理
に
加
え
︑

陵
墓
の
調
査
及
び
考
証
を
所
掌
す
る
と
さ
れ
た
︒
細
則
も
改
正
を
み
る
が
︑﹁
陵
墓
管
理

官
付
﹂
と
あ
る
箇
所
の
﹁
陵
墓
課
﹂
へ
の
文
言
修
正
に
留
ま
り
︑
係
の
編
制
及
び
分
掌
事

項
は
変
化
し
な
か
っ
た(

)
︵
昭
和
三
十
四
年
指
令
第
七
号
︶︒
現
在
に
連
な
る
図
書
課
︑
編

80

修
課
︑
陵
墓
課
の
三
課
体
制
は
こ
の
時
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
︒

そ
の
後
︑
細
則
は
昭
和
三
十
九
年
九
月
二
十
一
日
の
指
令
第
九
号
を
も
っ
て
全
部
が
改

正
さ
れ
た(

)
︒
大
き
な
変
更
は
︑
同
年
四
月
一
日
付
で
明
治
期
以
来
行
わ
れ
て
い
た
資
料
の

81

修
復
に
つ
い
て
初
め
て
単
独
の
係
と
し
て
図
書
課
に
修
補
係
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
︑
八
月

一
日
付
で
各
課
に
調
査
室
が
置
か
れ
た
こ
と
で
あ
る
︒
こ
の
改
正
に
よ
っ
て
︑
図
書
課
は
︑

庶
務
係
︑
公
文
書
係
︑
出
納
係
︑
図
書
館
係
︑
修
補
係
︑
第
一
図
書
調
査
室
︑
第
二
図
書

調
査
室
の
五
係
二
室
に
︑
編
修
課
は
︑
実
録
編
修
室
と
皇
室
制
度
調
査
室
の
二
室
に
︑
陵

墓
課
は
︑
陵
墓
管
理
係
と
陵
墓
調
査
室
の
一
係
一
室
と
な
っ
た
︒
分
掌
事
項
に
つ
い
て
従

来
と
変
化
が
な
い
係
も
あ
る
が
︑
全
体
的
に
大
き
な
改
正
が
行
わ
れ
た
画
期
と
な
る
地
点

で
あ
る
の
で
︑
こ
こ
ま
で
の
整
理
も
踏
ま
え
︑
煩
を
い
と
わ
ず
に
す
べ
て
の
係
の
所
掌
事

務
を
掲
げ
る
こ
と
に
す
る
︒

庶
務
係
は
︑
①
官
印
の
管
守
︑
②
文
書
の
接
受
及
び
発
送
︑
③
人
事
及
び
給
与
︑
④
皇

統
譜
の
調
製
及
び
登
録
︑
⑤
陵
籍
墓
籍
の
調
製
︑
⑥
正
倉
院
︑
⑦
予
算
の
経
理
︑
⑧
物
品

管
理
簿
︑
⑨
庁
用
物
品
の
供
用
︑
⑩
庁
舎
の
営
繕
申
立
︑
⑪
構
内
の
取
締
り
並
び
に
衛
生
︑

⑫
配
属
自
動
車
の
配
車
︑
⑬
部
内
の
連
絡
及
び
調
整
︑
⑭
そ
の
他
図
書
課
の
所
掌
事
務
で

他
の
係
・
室
に
属
さ
な
い
こ
と
に
関
す
る
事
項
を
︑
公
文
書
係
は
︑
①
公
文
書
の
受
入
れ
︑

編
集
及
び
登
録
︑
②
公
文
書
の
調
査
及
び
研
究
︑
③
公
文
書
の
目
録
作
成
に
関
す
る
事
項

を
︑
出
納
係
は
︑
①
皇
統
譜
及
び
そ
の
登
録
に
係
る
記
録
の
保
管
︑
②
陵
籍
墓
籍
及
び
そ

の
登
録
に
係
る
記
録
の
保
管
︑
③
皇
室
用
図
書
及
び
同
資
料
︵
以
下
︑﹁
図
書
﹂
と
い
う
︶

並
び
に
公
文
書
の
保
管
︑
④
図
書
の
閲
覧
︑
貸
出
し
及
び
そ
の
他
の
利
用
︑
⑤
公
文
書
の

閲
覧
及
び
貸
出
し
︑
⑥
函
架
の
決
定
︑
⑦
書
庫
内
の
整
備
に
関
す
る
事
項
を
︑
図
書
館
係

は
︑
国
立
国
会
図
書
館
支
部
宮
内
庁
図
書
館
の
図
書
に
つ
い
て
︑
①
受
入
︑
整
理
及
び
保

（ 55 ）



管
︑
②
目
録
及
び
索
引
の
作
成
︑
③
閲
覧
及
び
貸
出
︑
④
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
︑
⑤
蔵
書
印
の

管
守
︑
⑥
そ
の
他
図
書
館
の
運
営
に
関
す
る
事
項
を
︑
修
補
係
は
︑
①
図
書
及
び
図
書
館

の
図
書
の
修
補
及
び
製
本
︑
②
公
文
書
の
製
本
︑
③
装
丁
及
び
表
装
に
関
す
る
事
項
を
︑

第
一
図
書
調
査
室
は
︑
文
学
部
門
の
図
書
に
つ
い
て
︑
①
収
集
︑
整
理
及
び
登
録
︑
②
目

録
及
び
索
引
の
作
成
︑
③
調
査
及
び
研
究
︑
④
校
本
及
び
複
本
の
作
成
並
び
に
写
真
の
撮

影
︑
⑤
解
説
︑
紹
介
及
び
出
版
並
び
に
蔵
書
印
の
管
守
に
関
す
る
事
項
を
︑
第
二
図
書
調

査
室
は
︑
歴
史
部
門
の
図
書
に
つ
い
て
第
一
図
書
調
査
室
と
同
じ
事
項
を
掌
る
こ
と
と
さ

れ
た
︒

実
録
編
修
室
は
︑
①
官
印
の
管
守
︑
②
文
書
の
接
受
及
び
発
送
︑
③
天
皇
及
び
皇
族
の

実
録
の
編
修
︑
④
皇
統
譜
存
徴
の
編
修
に
関
す
る
事
項
を
︑
皇
室
制
度
調
査
室
は
︑
①
皇

室
制
度
及
び
そ
の
他
皇
室
関
係
資
料
の
調
査
及
び
研
究
︑
②
庁
務
に
必
要
な
事
項
の
歴
史

的
調
査
に
関
す
る
事
項
を
所
掌
し
た
︒

陵
墓
管
理
係
は
︑
①
官
印
の
管
守
︑
②
文
書
の
接
受
及
び
発
送
︑
③
陵
墓
職
員
の
服
務
︑

④
陵
墓
の
管
理
︑
⑤
陵
墓
地
︑
附
属
建
物
︑
立
木
竹
︑
工
作
物
な
ど
の
管
理
︑
⑥
陵
墓
管

理
関
係
予
算
の
資
料
の
作
成
︑
⑦
陵
墓
及
び
墓
籍
の
副
本
の
保
管
︑
⑧
陵
墓
図
の
作
成
︑

⑨
陵
墓
祭
︑
⑩
陵
墓
の
参
拝
︑
⑪
各
陵
墓
監
区
事
務
所
と
の
連
絡
並
び
に
調
整
︑
⑫
そ
の

他
陵
墓
課
の
所
掌
事
務
で
陵
墓
調
査
室
に
属
さ
な
い
事
項
を
︑
陵
墓
調
査
室
は
︑
①
陵
墓

の
調
査
及
び
考
証
︑
②
陵
籍
及
び
墓
籍
の
編（

マ

修マ
）

︑
③
陵
墓
歴
の
作
成
︑
④
陵
墓
管
理
の
沿

革
史
の
編
集
︑
⑤
陵
墓
参
考
資
料
の
収
集
及
び
保
管
︑
⑥
陵
墓
考
証
記
録
の
保
管
に
関
す

る
事
項
を
掌
っ
た
︒

以
後
も
事
務
分
掌
の
内
容
に
つ
い
て
は
加
除
が
あ
る
が
︑
編
修
課
・
陵
墓
課
で
は
こ
の

時
点
か
ら
現
在
ま
で
係
・
室
の
改
廃
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
︑
図
書
課
に
お
い
て
も
平
成
二

十
二
年
︵
二
〇
一
〇
︶
ま
で
は
同
じ
体
制
で
あ
っ
た
︒

右
の
細
則
改
正
と
前
後
し
て
︑
宮
内
庁
職
員
職
制
︵
昭
和
三
十
二
年
訓
令
第
四
号
︶
が

改
正
さ
れ
︑
昭
和
三
十
九
年
五
月
二
十
一
日
︑
図
書
課
に
図
書
調
査
官
が
置
か
れ
た(

)
︵
昭

82

和
三
十
九
年
訓
令
第
七
号
︶︒
図
書
調
査
官
は
︑
古
文
書
の
調
査
及
び
研
究
の
こ
と
を
掌

る
と
さ
れ
た
︒
続
い
て
︑
同
四
十
一
年
四
月
一
日
︑
編
修
課
に
編
修
調
査
官
が
︑
陵
墓
課

に
陵
墓
調
査
官
が
置
か
れ
た(

)
︵
昭
和
四
十
一
年
訓
令
第
四
号
︶︒
編
修
調
査
官
は
︑
天
皇

83

及
び
皇
族
の
実
録
の
編
修
並
び
に
皇
室
制
度
の
調
査
・
研
究
の
こ
と
を
︑
陵
墓
調
査
官
は
︑

陵
墓
の
調
査
・
研
究
の
こ
と
を
掌
る
と
さ
れ
た
︒
さ
ら
に
︑
昭
和
五
十
六
年
四
月
一
日
に

は
各
課
に
首
席
研
究
官
が
置
か
れ
た(

)
︵
昭
和
五
十
六
年
宮
内
秘
発
二
三
八
号
依
命
通
知
︶︒

84

こ
れ
以
降
も
同
五
十
九
年
四
月
一
日
に
古
文
書
の
修
補
を
掌
る
修
補
師
長
以
下
修
補
師
長

補
︑
修
補
師
が
置
か
れ(

)
︵
昭
和
五
十
九
年
訓
令
第
四
号
︶︑
平
成
十
七
年
五
月
一
日
に
図

85

書
課
に
文
書
の
調
査
・
研
究
及
び
保
管
を
掌
る
文
書
研
究
官
が
置
か
れ
る(

)
︵
平
成
十
七
年

86

訓
令
第
八
号
︶
な
ど
研
究
職
や
技
術
者
の
集
団
で
あ
る
修
補
係
に
関
す
る
職
制
が
次
第
に

整
え
ら
れ
た
︒

こ
れ
よ
り
後
の
昭
和
期
の
改
正
は
︑
以
下
の
通
り
で
あ
る
︒
昭
和
四
十
四
年
︑
陵
墓
墓

籍
規
程
の
制
定
に
よ
り
︑
陵
籍
及
び
墓
籍
の
副
本
の
保
管
を
侍
従
職
が
所
掌
す
る
こ
と
と

な
っ
た
た
め
︑
同
年
四
月
一
日
︑
陵
墓
管
理
係
の
所
掌
事
務
か
ら
当
該
事
項
が
削
除
さ
れ

た(
)

︵
昭
和
四
十
四
年
指
令
第
六
号
︶︒
昭
和
五
十
一
年
四
月
一
日
に
は
︑
公
文
書
係
に
公

87文
書
製
本
の
た
め
に
要
す
る
職
員
の
増
員
が
認
め
ら
れ
た
た
め
︑
公
文
書
の
製
本
に
関
す

る
事
項
は
修
補
係
か
ら
公
文
書
係
へ
と
移
っ
た(

)
︵
昭
和
五
十
一
年
指
令
第
三
号
︶︒
続
い

88

て
︑
昭
和
六
十
四
年
一
月
一
日
︑
陵
墓
管
理
係
に
皇
室
用
考
古
品
の
管
理
に
関
す
る
条
項

が
︑
陵
墓
調
査
室
に
陵
墓
参
考
資
料
の
整
理
が
追
加
さ
れ
た(

)
︵
昭
和
六
十
四
年
指
令
第
一

89

号
︶︒さ

ら
に
︑
組
織
の
構
成
に
い
く
つ
か
の
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
︒
平
成
二
十
二
年
四
月
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表 6　宮内府図書寮・宮内庁書陵部組織変遷表

昭和 22

昭和 23

昭和 24
昭和 25
昭和 26
昭和 27
昭和 28
昭和 29
昭和 30

昭和 35
昭和 36
昭和 37
昭和 38

昭和 39

昭和 40
昭和 41
昭和 42
昭和 43

平成 13
平成 14
平成 15
平成 16
平成 17
平成 18
平成 19
平成 20
平成 21

平成 23

平成 22

平成 24

昭和 31

昭和 32

昭和 33

昭和 34

図書課系統

5．3 庶務課

8．1　庶務係 諸陵係

4．30 監理課

6．3　管理係 6．3　図書係 出納係

4．1　庶務係 陵墓係 4．1図書館係

4．1公文書係

6．26 図書課
6．26　庶務係 6．26　公文書係 図書係 出納係 図書館係

7．1　図書第一係

4．1修補係
8．1  第一図書調査室 第二図書調査室

4．1宮内公文書館 4．1　図書寮文庫

4．1保存調査室

4．1　公文書係

5．31　宮内府図書寮から宮内庁書陵部に改組

5．3 図書課
8．1　図書係 出納係

陵墓課 編修課

5．3 編修課
8．1編修係 調査係

6．26 陵墓管理官付

8．9陵墓管理係 陵墓調査係

11．26 陵墓課

9．21 陵墓調査室

※1書陵部図書課「例規録」、書陵部図書課「重要雑録」、書陵部陵墓課「例規録」（識別番号は煩雑となるため省略）、長官官房秘書課「指令録」（長官官房秘書課法規係保管）、『宮内庁要覧』、『宮内庁庁報』から作成。
※2本表は、宮内府図書寮並びに宮内庁書陵部の本部における組織の変遷を表したものであり、陵墓監区事務所・正倉院事務所の変遷については除外してある。
※3表作成の都合により、各課・係の並びは必ずしも班列通りではない。班列については本文を参照されたい。
※4各課・係の横にある数字は、設置改廃の月日を示す。

図書第二係

4．1　公文書第一係 公文書第二係 公文書調査室

4．1　出納係 第一図書調査室 第二図書調査室 修補係

9．21 実録編修室 皇室制度調査室

11．26  陵墓管理係 陵墓調査係

・
・
・

6．26 陵墓管理係



一
日
︑
宮
内
公
文
書
館
及
び
図
書
寮
文
庫
を
設
置
す
る
こ
と
に
伴
い
︑
図
書
課
の
事
務
分

掌
が
整
理
さ
れ
た(

)
︵
平
成
二
十
二
年
指
令
第
二
号
︶
︒
図
書
課
に
お
い
て
公
文
書
係
が
宮

90

内
公
文
書
館
内
に
︑
出
納
係
︑
修
補
係
︑
第
一
図
書
調
査
室
︑
第
二
図
書
調
査
室
が
図
書

寮
文
庫
内
に
置
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
︒
従
来
の
事
務
分
掌
に
対
し
て
︑
公
文
書
係
に
は
︑

公
文
書
の
保
管
と
閲
覧
︑
貸
出
︑
そ
の
他
の
一
般
の
利
用
に
関
す
る
事
項
が
加
え
ら
れ
た
︒

ま
た
︑
出
納
係
の
所
掌
事
務
は
︑
①
図
書
の
保
管
︑
②
図
書
の
閲
覧
︑
貸
出
︑
そ
の
他
の

一
般
の
利
用
︑
③
書
庫
内
の
整
備
に
関
す
る
こ
と
と
規
定
さ
れ
︑
皇
統
譜
・
陵
籍
墓
籍
及

び
そ
の
登
録
に
係
る
記
録
の
保
管
に
関
す
る
事
項
つ
い
て
は
庶
務
係
に
移
管
さ
れ
た
︒
こ

の
時
の
改
正
に
よ
り
︑
図
書
・
公
文
書
の
一
般
利
用
に
つ
い
て
初
め
て
細
則
に
明
文
化
さ

れ
た
︒

次
い
で
︑
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
に
も
細
則
に
改
正
が
あ
り
︑
宮
内
公
文
書
館
公
文

書
係
に
代
わ
っ
て
公
文
書
第
一
係
︑
公
文
書
第
二
係
︑
公
文
書
調
査
室
が
設
置
さ
れ
た(

)
91

︵
平
成
二
十
三
年
指
令
第
一
号
︶
︒
公
文
書
第
一
係
は
︑
①
館
務
に
係
る
計
画
及
び
報
告
に

関
す
る
こ
と
︑
②
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
利
用
制
限
事
由
該
当
性
の
審
査
︑
③
利
用
請
求

者
か
ら
の
異
議
申
立
て
︑
④
そ
の
他
宮
内
公
文
書
館
の
所
掌
事
務
に
関
す
る
こ
と
で
他
の

係
及
び
室
に
属
し
な
い
こ
と
を
︑
公
文
書
第
二
係
は
︑
①
書
庫
内
の
整
備
︑
②
特
定
歴
史

公
文
書
等
の
受
入
れ
︑
編
集
及
び
保
管
︑
③
製
本
︑
④
貸
出
そ
の
他
の
利
用
に
係
る
手
続
︑

⑤
各
部
局
が
保
有
す
る
歴
史
公
文
書
等
に
つ
い
て
文
書
管
理
者
の
依
頼
を
受
け
て
保
存
を

行
う
こ
と
︑
⑥
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
目
録
作
成
及
び
公
表
に
関
す
る
こ
と
を
︑
公
文
書

調
査
室
は
︑
①
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
保
存
及
び
利
用
に
係
る
情
報
の
収
集
︑
調
査
・
研

究
及
び
研
修
︑
②
各
部
局
が
保
有
す
る
歴
史
公
文
書
等
の
保
存
及
び
利
用
に
係
る
専
門
的

及
び
技
術
的
な
助
言
︑
③
展
示
そ
の
他
の
方
法
に
よ
る
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
利
用
促
進

に
関
す
る
こ
と
を
所
掌
す
る
と
さ
れ
た
︒
平
成
二
十
二
・
二
十
三
年
の
両
度
に
わ
た
る
改

正
は
︑
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
の
公
布
・
施
行
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
っ
た(

)
︒

92

直
近
で
は
︑
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
に
細
則
が
改
正
さ
れ
︑
図
書
課
に
﹁
書
陵
部
が

所
蔵
す
る
資
料
の
保
存
に
係
る
調
査
︑
研
究
及
び
対
策
に
関
す
る
こ
と
﹂
を
掌
る
保
存
調

査
室
が
設
置
さ
れ
た(

)
︵
平
成
二
十
四
年
指
令
第
三
号
︶︒

93

昭
和
三
十
年
代
か
ら
は
︑
図
書
寮
・
書
陵
部
に
お
い
て
明
治
期
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
主

要
な
事
業
を
継
承
し
つ
つ
︑
よ
り
専
門
的
な
業
務
に
能
率
的
・
合
理
的
に
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
る
体
制
が
整
え
ら
れ
て
き
た
︒
そ
れ
と
平
行
し
て
︑
所
蔵
す
る
資
料
の
整
理
・
保

存
・
公
開
体
制
も
整
備
さ
れ
て
き
て
い
る
︒

お
わ
り
に

本
稿
で
は
︑
明
治
十
七
年
︵
一
八
八
四
︶
の
図
書
寮
の
設
置
か
ら
平
成
二
十
四
年
︵
二

〇
一
二
︶
現
在
の
書
陵
部
に
至
る
ま
で
の
官
制
・
事
務
分
掌
の
変
遷
を
追
っ
て
き
た
︒
か

か
る
観
点
か
ら
概
観
す
る
と
︑
本
稿
の
章
構
成
の
よ
う
に
図
書
寮
・
書
陵
部
史
を
四
期
に

大
き
く
時
期
区
分
で
き
る
︒
す
な
わ
ち
︑
Ⅰ
期
：
宮
内
省
図
書
寮
草
創
期
か
ら
大
正
初
期

の
庶
務
・
記
録
・
図
書
・
御
系
譜
︵
編
修
︶
四
課
体
制
期
ま
で
︑
Ⅱ
期
：
大
正
三
年
︵
一

九
一
四
︶
以
降
の
庶
務
・
編
修
・
図
書
三
課
体
制
期
︑
Ⅲ
期
：
宮
内
府
図
書
寮
設
置
か
ら

宮
内
庁
書
陵
部
発
足
後
の
昭
和
二
十
七
年
ま
で
︑
Ⅳ
期
：
図
書
・
編
修
・
陵
墓
三
課
の
設

置
か
ら
現
在
ま
で
の
四
期
で
あ
る
︒

Ⅰ
期
か
ら
は
︑
国
学
者
ら
が
中
心
の
御
系
譜
編
修
を
中
心
と
し
た
未
成
熟
な
﹁
専
門

家
﹂
集
団
か
ら
徐
々
に
組
織
と
し
て
の
体
裁
を
整
え
つ
つ
あ
る
過
程
が
看
取
で
き
た
︒
図

書
寮
に
て
所
蔵
・
保
管
す
べ
き
資
料
に
つ
い
て
も
こ
の
時
期
に
選
別
さ
れ
︑
正
倉
院
や
帝

国
博
物
館
と
は
役
割
を
区
分
し
︑
図
書
寮
で
は
主
に
古
文
書
︑
古
典
籍
や
尚
蔵
文
書
︑
公
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文
書
な
ど
の
紙
媒
体
の
資
料
を
保
存
・
管
理
す
る
こ
と
と
な
っ
た
︒
ま
た
︑﹁
帝
室
日
誌
﹂

や
﹁
帝
室
例
規
類
纂
﹂
な
ど
﹁
帝
室
記
録
﹂
の
編
纂
が
行
わ
れ
た
こ
と
も
Ⅰ
期
の
特
色
で

あ
る
︒

Ⅱ
期
で
は
︑
庶
務
・
編
修
・
図
書
三
課
の
体
制
が
確
立
さ
れ
た
︒
戦
前
期
に
つ
い
て
は

こ
の
三
課
体
制
が
継
続
し
た
︒
Ⅱ
期
に
は
︑
皇
統
譜
・
実
録
の
編
修
事
業
や
さ
ま
ざ
ま
な

編
修
︵
編
集
)
・
刊
行
事
業
に
伴
う
調
査
・
研
究
が
進
め
ら
れ
た
︒
他
方
で
は
︑
資
料
に

関
す
る
受
入
︵
引
継
)
・
整
理
・
修
補
・
出
納
と
い
っ
た
資
料
保
存
施
設
と
し
て
の
機
能

が
整
え
ら
れ
た
︒

Ⅲ
期
で
は
︑
宮
内
省
の
廃
止
に
伴
っ
て
︑
一
時
期
図
書
寮
の
業
務
・
組
織
も
簡
素
化
さ

れ
た
︒
し
か
し
な
が
ら
︑
所
掌
事
務
の
う
ち
︑
Ⅰ
・
Ⅱ
期
で
培
わ
れ
た
重
要
事
項
に
つ
い

て
は
継
承
し
た
︒
一
方
で
は
︑
宮
内
省
時
代
の
﹁
消
極
的
﹂
な
姿
勢
か
ら
の
脱
却
を
図
る

と
い
う
指
針
の
も
と
︑
資
料
や
研
究
成
果
の
公
表
事
業
に
も
力
が
注
が
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
︒
さ
ら
に
︑
諸
陵
寮
の
廃
止
に
よ
り
︑
陵
墓
に
関
す
る
事
項
は
図
書
寮
・
書
陵
部
が
所

掌
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
︒
現
在
の
書
陵
部
が
所
掌
す
る
事
項
の
大
枠
は
︑
こ
の
時
期
に

出
揃
っ
た
と
い
え
る
︒

Ⅳ
期
で
は
︑
図
書
・
編
修
・
陵
墓
の
三
課
体
制
が
確
立
し
た
︒
こ
の
時
期
で
も
皇
統
譜

の
調
製
・
登
録
と
い
っ
た
重
要
事
項
は
変
わ
ら
ず
に
引
継
が
れ
た
︒
ま
た
︑
各
部
署
に
は

技
能
・
知
識
・
経
験
の
豊
か
な
職
員
が
配
置
さ
れ
︑
所
蔵
資
料
・
陵
墓
・
皇
室
の
歴
史
に

つ
い
て
整
理
・
保
存
・
修
復
・
利
用
・
調
査
・
研
究
な
ど
の
専
門
性
が
深
め
ら
れ
て
い
る
︒

そ
う
し
た
組
織
体
制
の
も
と
︑
一
般
に
向
け
た
資
料
の
利
用
・
普
及
︑
調
査
・
研
究
成
果

の
公
表
・
共
有
化
が
推
進
さ
れ
て
き
た
︒

Ⅰ
期
か
ら
Ⅳ
期
ま
で
を
通
じ
て
み
る
と
︑
現
在
の
書
陵
部
は
図
書
寮
時
代
か
ら
の
主
要

な
職
掌
を
引
継
ぎ
︑
先
人
た
ち
が
蓄
積
し
て
き
た
経
験
・
知
識
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
も
︑

事
業
の
幅
を
広
げ
︑
よ
り
合
理
的
か
つ
高
度
な
専
門
的
業
務
を
担
う
よ
う
に
な
っ
て
き
た

と
い
え
る
︒

以
上
の
よ
う
な
官
制
・
事
務
分
掌
の
変
遷
の
も
と
︑
図
書
寮
・
書
陵
部
で
作
成
・
取
得

さ
れ
き
た
﹁
例
規
録
﹂︑﹁
重
要
雑
録
﹂︑﹁
図
書
録
﹂︑﹁
公
文
録
﹂
な
ど
の
公
文
書
は
現
在

宮
内
公
文
書
館
に
伝
来
し
て
い
る
︒
本
稿
で
み
た
よ
う
な
︑
図
書
寮
・
書
陵
部
の
組
織
体

と
し
て
の
役
割
に
基
づ
い
て
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
が
い
か
に
発
生
・
蓄
積
・
編
集
さ
れ
て

き
た
か
を
分
析
し
︑
資
料
群
全
体
と
し
て
の
構
造
を
解
析
・
把
握
す
る
こ
と
が
今
後
求
め

ら
れ
よ
う
︒
こ
の
課
題
に
は
︑
別
の
機
会
に
応
え
る
こ
と
に
し
た
い
︒

註(
�
)

宮
内
省
で
作
成
・
取
得
さ
れ
た
公
文
書
を
豊
富
に
利
用
し
た
近
年
の
歴
史
学
の
成
果
と

し
て
︑
岩
壁
義
光
﹁
旧
幕
臣
系
男
爵
の
授
爵
に
つ
い
て

袞
宮
内
公
文
書
館
所
蔵
﹁
授
爵
録
﹂

の
分
析
を
通
じ
て
袞
﹂
︵﹃
学
習
院
大
学
史
料
館
紀
要
﹄
一
八
︑
二
〇
一
二
年
︶︑
刑
部
芳
則

﹃
明
治
国
家
の
服
制
と
華
族
﹄︵
吉
川
弘
文
館
︑
二
〇
一
二
年
︶
な
ど
が
あ
る
︒
ま
た
︑
ア
ー

カ
イ
ブ
ズ
学
の
領
域
に
も
ま
た
が
る
も
の
に
︑
堀
口
修
﹃
宮
内
省
公
文
書
類
と
図
書
に
関
す

る
基
礎
的
研
究
﹄︵
創
泉
堂
出
版
︑
二
〇
一
一
年
︶
が
あ
る
︒
同
書
は
︑
宮
内
省
の
公
文
書

管
理
史
を
体
系
的
に
ま
と
め
た
特
筆
す
べ
き
成
果
で
あ
る
︒

(
�
)

た
と
え
ば
︑
安
藤
正
人
﹁
記
録
史
料
目
録
論
﹂︵
﹃
歴
史
評
論
﹄
四
九
五
︑
一
九
九
一
年
︑

同
﹃
記
録
史
料
学
と
現
代

袞
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
科
学
を
め
ざ
し
て
袞
﹄
︿
吉
川
弘
文
館
︑
一

九
九
八
年
﹀
所
収
︶
は
︑﹁
記
録
史
料
群
の
な
か
に
含
ま
れ
る
個
々
の
記
録
史
料
を
利
用
す

る
場
合
︑
こ
れ
を
科
学
的
に
認
識
す
る
た
め
に
は
︑
二
重
の
史
料
学
的
な
研
究
手
続
き
が
必

要
で
あ
ろ
う
﹂
と
し
た
上
で
︑
第
一
段
階
は
﹁
個
々
の
記
録
史
料
そ
れ
自
体
の
属
性
を
理
解

す
る
と
い
う
こ
と
﹂︑
第
二
段
階
は
﹁
個
々
の
記
録
史
料
を
記
録
史
料
群
全
体
の
中
に
位
置

づ
け
て
︑
そ
の
存
在
の
意
味
を
理
解
す
る
こ
と
﹂
と
論
じ
た
︒
第
二
段
階
の
研
究
手
順
と
し

て
︑﹁
そ
の
記
録
史
料
が
含
ま
れ
る
記
録
史
料
群
の
発
生
母
体
で
あ
る
組
織
体
や
個
人
の
機
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能
︑
さ
ら
に
は
そ
の
組
織
体
や
個
人
の
活
動
を
規
定
す
る
社
会
や
国
家
の
機
能
と
の
関
連
に

お
い
て
︵
記
録
史
料
群
の
存
在
の
意
味
を
︶
明
ら
か
に
す
る
﹂
こ
と
の
必
要
性
を
提
示
し
て

い
る
︒

(
�
)

｢図
書
寮
史
料
﹂
全
一
八
冊
︵
識
別
番
号
七
一
八
三
九
～
七
一
八
五
六
︶︒
な
お
︑
本
資

料
に
基
づ
い
て
︑
図
書
寮
の
沿
革
を
叙
述
し
た
﹁
図
書
寮
史
﹂
全
七
冊
︵
含
附
録
一
冊
︑
識

別
番
号
七
一
八
三
二
～
七
一
八
三
八
︶
が
あ
る
︒﹁
図
書
寮
史
料
﹂
に
つ
い
て
は
︑
末
創
一

﹁
明
治
期
宮
内
省
に
お
け
る
﹁
図
書
寮
本
﹂
の
運
営
形
態

袞
保
存
・
利
用
活
動
に
関
す
る
規

程
を
中
心
に
袞
﹂︵﹃
平
成
十
三
年
度
公
文
書
館
専
門
職
員
養
成
課
程
修
了
研
究
論
文
﹄︿
国

立
公
文
書
館
︑
二
〇
〇
〇
年
﹀︶
に
も
言
及
が
あ
る
︒

(
�
)

大
正
三
年
八
月
に
定
め
ら
れ
た
掛
規
定
で
は
︑
庶
務
課
登
録
掛
の
職
掌
の
一
つ
に
﹁
寮

史
編
纂
ニ
関
ス
ル
事
項
﹂
と
み
え
る
︵
図
書
寮
﹁
例
規
録
﹂
大
正
三
年
︿
識
別
番
号
二
六
九

〇
﹀︑
第
七
号
文
書
︶︒
第
二
章
参
照
︒

(
�
)

｢図
書
寮
史
料
﹂
首
巻
上
︒

(
�
)

堀
口
修
﹁
近
代
宮
内
省
官
制
の
変
遷
に
つ
い
て

袞
太
政
官
制
下
を
中
心
と
し
て
袞
﹂

︵
三
上
昭
美
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
・
刊
﹃
近
代
日
本
の
政
治
と
社
会
﹄︿
二
〇
〇

一
年
﹀︶︒

(
�
)

小
川
省
三
﹁
書
陵
部
官
制
の
変
遷
﹂︵﹃
書
陵
部
紀
要
﹄
一
︑
一
九
五
一
年
︶︒

(
�
)

前
掲
註
︵
�
︶﹁
明
治
期
宮
内
省
に
お
け
る
﹁
図
書
寮
本
﹂
の
運
営
形
態
﹂︒

(
�
)

前
掲
註
︵
�
︶﹃
宮
内
省
公
文
書
類
と
図
書
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
﹄
の
特
に
第
一
章
︒

(

)

『法
令
全
書
﹄
明
治
十
七
年
︑
太
政
官
達
第
七
二
号
︒
明
治
期
に
設
置
さ
れ
た
﹁
図
書

10寮
﹂
の
発
音
に
つ
い
て
﹁
ず
し
ょ
り
ょ
う
﹂
と
す
る
例
も
あ
る
が
︑
昭
和
十
三
年
二
月
十
九

日
付
で
図
書
寮
御
用
掛
猪
熊
信
男
が
発
し
た
電
信
に
は
﹁
ト
シ
ヨ
リ
ヨ
ウ
︵
と
し
ょ
り
ょ

う
︶﹂︵
図
書
寮
﹁
例
規
録
﹂
昭
和
十
三
年
︿
識
別
番
号
七
七
六
九
﹀︑
第
六
号
文
書
︶
と
あ

る
な
ど
戦
前
期
を
通
じ
て
呼
び
方
は
必
ず
し
も
一
定
し
て
い
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
︒

(

)

図
書
寮
﹁
例
規
録
﹂
明
治
十
二
～
二
十
二
年
︵
識
別
番
号
二
八
六
三
︶︑
明
治
十
七
年

11第
二
号
文
書
︒
明
治
期
以
降
の
皇
統
調
査
は
︑
明
治
三
年
閏
十
月
の
福
羽
美
静
・
小
河
一
敏

の
太
政
官
御
系
譜
取
調
掛
任
命
時
に
端
を
発
す
る
︵﹁
帝
室
例
規
類
纂
﹂
明
治
三
年
・
官
職

門
︿
識
別
番
号
二
三
三
四
四
袞
六
﹀
︶
︒
宮
内
省
が
︑
そ
の
業
務
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
︑

明
治
十
年
十
月
八
日
に
太
政
官
修
史
館
御
系
譜
掛
が
宮
内
省
へ
移
さ
れ
て
か
ら
で
あ
る

︵﹁
公
文
録
﹂
明
治
十
年
・
第
六
巻
・
明
治
十
年
十
月
・
局
伺
︿
国
立
公
文
書
館
所
蔵
︑
請
求

番
号
本
館
袞
二
Ａ
袞
〇
一
〇
袞
〇
〇
・
公
〇
二
〇
一
三
一
〇
〇
﹀︶
︒
そ
の
後
︑
明
治
十
二
年

四
月
に
御
系
譜
掛
は
侍
講
局
の
所
属
と
な
り
︵
図
書
寮
﹁
例
規
録
﹂
明
治
十
二
～
二
十
二
年
︑

明
治
十
二
年
第
一
号
文
書
︶︑
同
十
六
年
一
月
に
は
御
系
譜
課
に
改
め
ら
れ
た
︵
大
臣
官
房

総
務
課
﹁
例
規
録
﹂
二
︑
明
治
十
六
年
︿
識
別
番
号
三
七
四
袞
二
﹀︑
第
四
九
号
文
書
︶︒

(

)

｢任
罷
録
﹂
明
治
十
七
年
︵
﹁
図
書
寮
史
料
﹂
一
所
収
︶
︒
な
お
︑
﹁
任
罷
録
﹂
中
で
は
同

12時
期
に
﹁
庶
務
掛
﹂
と
﹁
庶
務
会
計
掛
﹂
の
名
称
が
み
ら
れ
る
︒

(

)

村
岡
良
弼
に
つ
い
て
は
︑
日
本
歴
史
地
理
学
会
﹁
村
岡
良
弼
先
生
逝
去
﹂
︵﹃
歴
史
地

13理
﹄
二
九
袞
二
︑
一
九
一
七
年
︶
︑
沢
田
総
清
﹁
�
岡
良
弼
先
生
の
事
ど
も
﹂
︵﹃
國
學
院
雑

誌
﹄
四
六
袞
一
二
︑
一
九
三
〇
年
︶
参
照
︒

(

)

明
治
十
八
年
九
月
二
十
八
日
付
伊
藤
博
文
宛
井
上
毅
書
簡
︵
井
上
毅
傳
記
編
纂
委
員
会

14編
﹃
井
上
毅
傳
﹄
史
料
篇
第
四
︿
國
學
院
大
學
図
書
館
︑
一
九
七
一
年
﹀︑
九
〇
・
九
一
頁
︶
︒

(

)

『法
令
全
書
﹄
明
治
十
九
年
︑
宮
内
省
達
第
一
号
︒

15(

)

『法
令
全
書
﹄
明
治
二
十
二
年
︑
宮
内
省
達
第
一
〇
号
︒

16(

)

図
書
寮
﹁
例
規
録
﹂
明
治
十
二
～
二
十
二
年
︑
明
治
二
十
二
年
第
三
九
号
文
書
︒

17(

)

『官
報
﹄
明
治
二
十
一
年
一
月
二
十
八
日
︑
宮
内
省
達
第
二
号
︒

18(

)

『官
報
﹄
明
治
二
十
二
年
五
月
十
六
日
︑
宮
内
省
達
第
六
号
︒

19(

)

図
書
寮
﹁
例
規
録
﹂
明
治
十
二
～
二
十
二
年
︑
明
治
十
八
年
第
三
号
文
書
︒

20(

)

｢任
罷
録
﹂
明
治
十
八
年
︵﹁
図
書
寮
史
料
﹂
一
所
収
︶
︒

21(

)

『官
報
﹄
明
治
二
十
二
年
七
月
二
十
七
日
︑
宮
内
省
達
第
一
三
号
︒
な
お
︑
古
器
物
保

22存
幷
美
術
掛
と
博
物
館
及
び
正
倉
院
宝
庫
掛
の
職
掌
は
重
な
る
部
分
も
多
い
と
考
え
ら
れ
る

が
︑
古
器
物
保
存
幷
美
術
掛
の
廃
止
時
期
や
具
体
的
活
動
は
判
然
と
せ
ず
︑
そ
の
関
係
性
は

不
明
で
あ
る
︒

(

)

昭
和
初
期
に
は
︑
図
書
寮
に
御
物
課
を
置
い
て
御
物
の
保
存
管
理
を
行
い
︑
合
わ
せ
て

23博
物
館
に
関
す
る
事
務
も
図
書
寮
の
所
管
と
す
る
案
が
提
起
さ
れ
た
が
︑
実
現
に
は
至
ら
な
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か
っ
た
︵
調
査
課
﹁
官
制
改
正
﹂
昭
和
三
年
︿
識
別
番
号
九
五
〇
八
三
﹀︶︒

(

)

こ
れ
ら
の
事
業
に
つ
い
て
は
︑
堀
口
修
﹁
図
書
寮
に
お
け
る
﹁
図
書
寮
記
録
﹂︑﹁
帝
室

24日
誌
﹂︑﹁
帝
室
例
規
類
纂
﹂
の
編
輯
︵
纂
︶
に
つ
い
て
﹂
上
・
下
︵﹃
大
倉
山
論
集
﹄
五

二
・
五
三
︑
二
〇
〇
六
・
二
〇
〇
七
年
︿
前
掲
註
︵
�
︶﹃
宮
内
省
の
公
文
書
類
と
図
書
に

関
す
る
基
礎
的
研
究
﹄
所
収
﹀︶︑
相
曽
貴
志
﹁﹃
帝
室
例
規
類
纂
﹄
の
編
纂
﹂︵﹃
書
陵
部
紀

要
﹄
六
二
︑
二
〇
一
一
年
︶
参
照
︒

(

)

図
書
寮
﹁
例
規
録
﹂
明
治
十
二
～
二
十
二
年
︑
明
治
二
十
二
年
第
五
三
号
文
書
︒
た
だ

25し
︑
本
定
規
に
は
朱
書
き
で
書
き
込
み
が
あ
り
︑
草
案
の
可
能
性
が
あ
る
︒
ま
た
︑
年
月
日

の
記
載
が
な
く
︑
誰
の
権
限
で
決
定
さ
れ
た
の
か
︑
実
際
に
施
行
さ
れ
た
の
か
ど
う
か
も
不

明
で
あ
る
︒

(

)

｢先
朝
事
蹟
﹂
巻
一
︵
識
別
番
号
七
七
五
三
八
︶
の
﹁
総
則
﹂︑﹁
図
書
寮
進
退
録
﹂
明

26治
二
十
二
年
︵﹁
図
書
寮
史
料
﹂
七
所
収
︶︒

(

)

大
臣
官
房
秘
書
課
﹁
進
退
録
﹂
六
︑
明
治
二
十
二
年
︵
識
別
番
号
二
〇
八
二
五
袞
六
︶︑

27第
一
〇
九
号
文
書
︒

(

)

｢先
朝
事
蹟
﹂
は
︑
明
治
三
十
一
年
末
に
追
補
一
七
冊
が
脱
稿
︵
図
書
寮
﹁
重
要
雑
録
﹂

28明
治
二
十
三
～
三
十
二
年
︿
識
別
番
号
二
四
一
八
一
﹀︑
明
治
三
十
一
年
第
六
号
文
書
︶︒

﹁
先
朝
事
蹟
﹂
と
﹁
先
朝
紀
略
﹂
の
編
纂
過
程
に
つ
い
て
は
︑
岩
壁
義
光
﹁
宮
内
省
の
事
蹟

調
査
と
﹃
孝
明
天
皇
紀
﹄
編
纂
﹂︵﹃
史
潮
﹄
六
三
︑
二
〇
〇
八
年
︶
に
詳
し
い
︒

(

)

『官
報
﹄
明
治
四
十
年
十
一
月
一
日
︑
皇
室
令
第
三
号
︒

29(

)

大
臣
官
房
調
査
課
﹁
訓
令
録
﹂
明
治
四
十
一
年
︵
識
別
番
号
一
一
七
五
︶︑
第
一
一
号

30文
書
︒
各
部
局
の
分
課
規
程
に
関
し
て
は
︑﹁
宮
内
大
臣
ハ
大
臣
官
房
及
所
管
各
部
局
ノ
分

課
ヲ
廃
置
シ
及
其
處
務
規
程
ヲ
定
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
﹂︵
宮
内
省
官
制
第
六
〇
条
︶
と
の
定
め

が
あ
り
︑
大
臣
決
裁
後
︑
訓
令
を
も
っ
て
発
せ
ら
れ
た
︒
こ
の
時
の
図
書
寮
の
分
課
規
程
案

は
︑
図
書
頭
か
ら
宮
内
大
臣
へ
明
治
四
十
一
年
三
月
十
八
日
に
上
申
さ
れ
た
︵
図
書
寮
﹁
例

規
録
﹂
明
治
四
十
一
～
四
十
四
年
︿
識
別
番
号
二
六
八
七
﹀︑
第
三
号
文
書
︶︒
上
申
案
と
実

際
に
出
さ
れ
た
訓
令
で
は
︑
内
容
に
差
異
は
な
い
も
の
の
記
録
課
の
項
の
文
言
に
若
干
の
異

同
が
あ
る
︒

(

)

大
臣
官
房
調
査
課
﹁
訓
令
録
﹂
明
治
四
十
五
～
大
正
元
年
︵
識
別
番
号
一
一
七
九
︶︑

31第
二
五
号
文
書
︒

(

)

図
書
寮
﹁
例
規
録
﹂
明
治
四
十
五
～
大
正
元
年
︵
識
別
番
号
二
六
八
八
︶︑
第
一
〇
号

32文
書
︒

(

)

図
書
寮
﹁
例
規
録
﹂
大
正
二
年
︵
識
別
番
号
二
六
八
九
︶︑
第
一
号
文
書
︒

33(

)

調
査
課
﹁
訓
令
録
﹂
大
正
三
年
︵
識
別
番
号
一
一
八
一
︶
︑
第
三
二
号
文
書
︒

34(

)

図
書
寮
﹁
例
規
録
﹂
大
正
三
年
︑
第
七
号
文
書
︒
当
時
は
︑
掛
に
関
す
る
編
制
は
図
書

35頭
の
権
限
に
属
し
た
︒
大
正
元
年
八
月
時
点
で
は
︑
図
書
寮
の
各
課
内
の
専
属
事
項
に
関
す

る
事
務
分
担
に
つ
い
て
各
課
長
に
一
任
さ
れ
て
お
り
︑
変
更
の
都
度
庶
務
課
長
を
経
て
図
書

頭
へ
報
告
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
︵
図
書
寮
﹁
例
規
録
﹂
明
治
四
十
五
～
大
正
元
年
︑
第

六
号
文
書
︶︒

(

)

図
書
寮
﹁
例
規
録
﹂
大
正
六
～
七
年
︵
識
別
番
号
二
六
九
二
︶︑
大
正
六
年
第
二
号
文

36書
︒

(

)

調
査
課
﹁
訓
令
録
﹂
大
正
七
年
︵
識
別
番
号
一
一
八
四
︶︑
第
二
号
文
書
︒

37(

)

図
書
寮
﹁
例
規
録
﹂
大
正
六
～
七
年
︑
大
正
七
年
第
二
号
文
書
︒

38(

)

昭
和
初
期
の
資
料
か
ら
は
︑
公
文
書
掛
は
編
纂
部
︑
装
釘
部
︑
出
納
部
の
三
部
体
制
で

39あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
︵
図
書
寮
﹁
例
規
録
﹂
昭
和
二
～
十
年
︿
識
別
番
号
一
一
六
七
四
﹀
︑

第
三
号
文
書
他
︶︒

(

)

『官
報
﹄
大
正
十
年
十
月
七
日
︑
皇
室
令
第
七
号
︒

40(

)

調
査
課
﹁
訓
令
録
﹂
大
正
十
～
十
一
年
︵
識
別
番
号
一
一
八
七
︶︑
第
九
号
文
書
︒

41(

)

調
査
課
﹁
訓
令
録
﹂
大
正
十
五
～
昭
和
元
年
︵
識
別
番
号
六
五
五
六
︶
︑
第
四
号
文
書
︒

42(

)

『官
報
﹄
号
外
︑
皇
室
令
第
六
号
︒
た
だ
し
︑
編
修
官
は
全
員
︵
五
名
︶
が
﹁
委
員
﹂

43と
な
り
皇
統
譜
の
調
製
に
当
た
っ
た
︵
図
書
寮
﹁
重
要
雑
録
﹂
明
治
二
十
八
～
昭
和
二
十
六

年
︿
識
別
番
号
二
四
一
八
六
﹀
︑
大
正
十
五
年
第
一
号
文
書
︶︒

(

)

図
書
寮
﹁
例
規
録
﹂
大
正
十
一
～
十
五
年
︵
識
別
番
号
二
六
九
五
︶︑
大
正
十
五
年
第

44一
号
文
書
︒

(

)

図
書
寮
﹁
例
規
録
﹂
大
正
十
一
～
十
五
年
︑
大
正
十
四
年
第
一
二
号
文
書
︒

45
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(

)

図
書
寮
﹁
例
規
録
﹂
大
正
十
一
～
十
五
年
︑
大
正
十
五
年
第
一
一
号
文
書
︒

46(

)

図
書
寮
﹁
例
規
録
﹂
大
正
十
一
～
十
五
年
︑
大
正
十
五
年
第
三
・
三
一
号
文
書
︒

47(

)

図
書
寮
﹁
例
規
録
﹂
大
正
十
一
～
十
五
年
︑
大
正
十
五
年
第
一
九
号
文
書
︒

48(

)

調
査
課
﹁
指
令
録
﹂
大
正
十
四
～
昭
和
元
年
︵
識
別
番
号
一
二
〇
一
︶︑
大
正
十
五
年

49第
一
号
文
書
︒

(

)

傭
人
の
う
ち
︑
修
補
工
と
装
釘
工
の
呼
称
の
別
は
︑
正
式
に
は
大
正
十
年
十
月
に
定
め

50ら
れ
て
い
る
︵
図
書
寮
﹁
例
規
録
﹂
大
正
九
～
十
年
︿
識
別
番
号
二
六
九
四
﹀︑
大
正
十
年

第
三
号
文
書
︶︒

(

)

調
査
課
﹁
訓
令
録
﹂
昭
和
二
年
︵
識
別
番
号
六
五
五
七
︶︑
第
六
号
文
書
︒

51(

)

調
査
課
﹁
省
令
録
﹂
昭
和
二
年
︵
識
別
番
号
一
一
四
一
︶︑
第
一
〇
・
一
一
号
文
書
︒

52(

)

図
書
寮
﹁
例
規
録
﹂
昭
和
二
年
︵
識
別
番
号
二
六
九
六
︶︑
第
九
号
文
書
︒

53(

)

図
書
寮
﹁
例
規
録
﹂
昭
和
四
年
︵
識
別
番
号
二
六
九
八
︶︑
第
三
号
文
書
︒

54(

)

図
書
寮
﹁
例
規
録
﹂
昭
和
九
～
十
年
︵
識
別
番
号
七
三
九
五
︶︑
第
九
号
文
書
︒︵

︶

55

56

図
書
寮
﹁
例
規
録
﹂
昭
和
十
一
年
︵
識
別
番
号
七
四
五
七
︶︑
第
一
二
号
文
書
︒

(

)

調
査
課
﹁
訓
令
録
﹂
昭
和
二
十
一
年
︵
識
別
番
号
八
二
八
五
︶︑
第
六
号
文
書
︒

57(

)

昭
和
五
年
三
月
四
日
省
達
第
二
号
︵
調
査
課
﹁
省
達
録
﹂
昭
和
五
年
︿
識
別
番
号
六
五

58六
四
﹀︑
第
二
号
文
書
︶
に
て
諸
陵
頭
と
図
書
頭
は
相
互
兼
任
す
べ
き
旨
が
達
せ
ら
れ
て
い

る
︒
ま
た
︑
戦
前
の
段
階
で
所
掌
事
務
に
重
な
る
部
分
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
︑﹁
諸
陵
寮

ヲ
廃
シ
図
書
寮
諸
陵
部
ト
為
ス
ヘ
キ
﹂
と
の
議
論
が
あ
っ
た
︵
図
書
寮
﹁
例
規
録
﹂
追
加
の

部
一
︑
昭
和
二
～
十
年
︿
識
別
番
号
一
一
六
七
四
﹀︑
第
九
号
文
書
︶︒

(

)

宮
内
庁
書
陵
部
編
修
課
編
﹃
展
示
目
録

宮
内
省
の
編
纂
事
業
﹄︵
宮
内
庁
書
陵
部
︑

59二
〇
〇
七
年
︶︒

(

)

吉
岡
眞
之
﹁
明
治
・
大
正
期

宮
内
省
に
お
け
る
六
国
史
校
訂
事
業
﹂︵﹃
書
陵
部
紀

60要
﹄
三
四
︑
一
九
八
二
年
︶︑
堀
口
修
﹁﹁
公
刊
明
治
天
皇
御
紀
﹂
の
編
修
に
つ
い
て

袞
特

に
編
纂
長
三
上
参
次
の
時
期
を
中
心
と
し
て
袞
﹂
上
・
下
︵﹃
大
倉
山
論
集
﹄
五
四
・
五
五
︑

二
〇
〇
八
・
二
〇
〇
九
年
︶︑
同
﹁﹁
大
正
天
皇
実
録
﹂
の
編
修
に
つ
い
て
﹂
一
・
二
︵﹃
古

文
書
研
究
﹄
六
八
・
六
九
︑
二
〇
一
〇
年
︶
他
︒

(

)

書
陵
部
図
書
課
﹁
例
規
録
﹂
昭
和
二
十
二
～
二
十
三
年
︵
識
別
番
号
一
二
三
八
五
︶
︑

61
第
七
号
文
書
︒

(

)

正
倉
院
事
務
所
は
︑
昭
和
三
十
年
訓
令
第
六
号
に
て
正
式
に
設
置
が
定
め
ら
れ
て
い
る

62︵
書
陵
部
図
書
課
﹁
重
要
雑
録
﹂
昭
和
三
十
年
︿
識
別
番
号
二
四
一
九
九
﹀︑
第
二
九
号
文

書
︶︒

(

)

書
陵
部
図
書
課
﹁
例
規
録
﹂
昭
和
二
十
二
～
二
十
三
年
︑
第
八
号
文
書
︒

63(

)

書
陵
部
図
書
課
﹁
重
要
雑
録
﹂
昭
和
二
十
三
～
二
十
七
年
︵
識
別
番
号
二
四
一
九
七
︶︑

64第
二
号
文
書
︒

(

)

書
陵
部
図
書
課
﹁
例
規
録
﹂
昭
和
二
十
二
～
二
十
三
年
︑
第
一
四
号
文
書
︒

65(

)

書
陵
部
図
書
課
﹁
例
規
録
﹂
昭
和
二
十
二
～
二
十
三
年
︑
第
一
五
号
文
書
︒

66(

)

書
陵
部
図
書
課
﹁
例
規
録
﹂
一
︑
昭
和
二
十
四
年
︵
識
別
番
号
一
二
三
八
六
袞
一
︶
︑

67第
二
九
号
文
書
︒

(

)

書
陵
部
図
書
課
﹁
例
規
録
﹂
昭
和
二
十
二
～
二
十
三
年
︑
第
二
七
号
文
書
︒

68(

)

書
陵
部
図
書
課
﹁
例
規
録
﹂
昭
和
二
十
二
～
二
十
三
年
︑
第
三
一
号
文
書
︒

69(

)

長
官
官
房
秘
書
課
﹁
指
令
録
﹂
昭
和
二
十
二
～
二
十
九
年
︒

70(

)

書
陵
部
図
書
課
﹁
例
規
録
﹂
一
︑
昭
和
二
十
六
年
︵
識
別
番
号
一
二
三
八
八
袞
一
︶
︑

71第
一
四
号
文
書
︒

(

)

書
陵
部
図
書
課
﹁
重
要
雑
録
﹂
昭
和
二
十
三
～
二
十
七
年
︑
第
二
号
文
書
︒
資
料
公
開

72を
推
進
す
る
中
で
︑
展
覧
会
と
合
わ
せ
て
﹃
図
書
寮
典
籍
解
題
﹄
文
学
・
続
文
学
・
歴
史
・

続
歴
史
・
漢
籍
篇
が
︑
昭
和
二
十
三
年
か
ら
刊
行
さ
れ
た
こ
と
も
特
記
す
べ
き
事
項
で
あ
る
︒

な
お
︑
展
覧
会
は
戦
前
期
に
も
昭
和
三
年
の
図
書
寮
新
庁
舎
落
成
の
際
な
ど
に
催
さ
れ
て
い

る
︒
図
書
寮
﹁
展
覧
会
録
﹂
一
︑
昭
和
三
年
︵
識
別
番
号
乙
三
四
三
︶
他
参
照
︒
ま
た
︑
資

料
の
公
表
と
い
う
点
で
は
︑
戦
前
段
階
で
も
図
書
頭
杉
栄
三
郎
が
﹁
何
と
か
簡
易
の
方
法
で

読
書
家
や
研
究
家
を
楽
し
ま
せ
た
い
と
五
味
事
務
官
や
宮
内
当
局
と
も
協
議
中
で
あ
る
︒
従

っ
て
︑
こ
の
︵
図
書
寮
の
︶
開
か
ず
の
書
庫
は
何
等
か
の
方
法
で
近
く
た
や
す
く
国
民
の
爲

め
に
公
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
﹂
と
述
べ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
︒
杉
は
︑﹁
図

書
寮
の
性
質
と
し
て
そ
の
保
存
し
て
ゐ
る
書
籍
の
全
部
を
一
般
に
公
開
す
る
と
い
ふ
こ
と
は
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む
づ
か
し
い
問
題
で
あ
る
︒
然
し
徒
に
之
を
秘
め
て
お
く
の
も
よ
い
こ
と
で
は
な
い
﹂
と
の

認
識
を
有
し
て
い
た
︵﹃
読
売
新
聞
﹄
大
正
十
二
年
一
月
二
十
四
日
︶︒
ま
た
︑
最
近
で
は
平

成
二
十
二
年
九
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
書
陵
部
が
︑
長
官
官
房
用
度
課
三
の
丸
尚
蔵
館
と
の

共
催
に
よ
り
特
別
展
﹁
皇
室
の
文
庫

書
陵
部
の
名
品
﹂
を
開
催
し
た
︒
同
展
で
は
︑
書
陵

部
が
所
蔵
す
る
図
書
・
公
文
書
・
考
古
品
等
が
初
め
て
ま
と
ま
っ
た
形
で
一
般
に
紹
介
さ
れ

た
︒

(

)

貴
重
図
書
の
刊
行
事
業
は
︑
昭
和
三
十
四
年
に
﹃
桂
宮
本
叢
書
﹄
か
ら
﹃
図
書
寮
叢

73刊
﹄
へ
と
引
き
継
が
れ
た
︒

(

)

『書
陵
部
紀
要
﹄
一
の
﹁
発
刊
の
辞
﹂
に
は
左
の
よ
う
に
あ
る
︒

74

戦
後
こ
こ
数
年
来
︑
文
化
復
興
の
気
運
に
応
じ
︑
新
た
に
公
開
利
用
の
方
法
が
種
々
講

じ
ら
れ
つ
つ
あ
る
︵
中
略
︶︵
書
陵
部
に
お
け
る
︶
調
査
研
究
は
大
概
事
務
的
必
要
に

基
づ
く
も
の
で
あ
り
︑
性
質
上
公
表
す
べ
き
も
の
で
な
い
場
合
も
多
い
の
で
あ
る
が
︑

之
等
の
業
績
中
に
は
︑
公
表
し
て
学
界
及
び
関
係
諸
方
面
の
参
考
に
供
し
︑
批
判
を
仰

ぐ
に
適
す
る
も
の
が
あ
ら
う
か
と
思
は
れ
る
の
で
あ
る
︒︵
前
後
略
︶

(

)

長
官
官
房
秘
書
課
﹁
指
令
録
﹂
昭
和
三
十
一
～
三
十
六
年
︒

75(

)

書
陵
部
図
書
課
﹁
例
規
録
﹂
昭
和
三
十
一
年
︑
第
一
号
文
書
︵
識
別
番
号
一
二
三
八
九

76袞
五
︶︒

(

)～
(

)

長
官
官
房
秘
書
課
﹁
指
令
録
﹂
昭
和
三
十
一
～
三
十
六
年
︒

77

80

(

)

長
官
官
房
秘
書
課
﹁
指
令
録
﹂
昭
和
三
十
七
～
四
十
一
年
︒

81(

)

長
官
官
房
秘
書
課
﹁
訓
令
録
﹂
昭
和
三
十
九
・
四
十
年
︒

82(

)

長
官
官
房
秘
書
課
﹁
訓
令
録
﹂
昭
和
四
十
一
年
︒

83(

)

長
官
官
房
秘
書
課
﹁
内
規
録
﹂
昭
和
五
十
五
～
平
成
元
年
︒

84(

)

長
官
官
房
秘
書
課
﹁
訓
令
録
﹂
昭
和
五
十
二
～
五
十
九
年
︒
な
お
︑
修
補
師
長
が
置
か

85れ
る
前
に
は
︑
古
文
書
修
補
主
査
・
専
門
官
と
い
っ
た
職
が
置
か
れ
て
い
た
︒

(

)

長
官
官
房
秘
書
課
﹁
訓
令
録
﹂
平
成
十
六
～
十
九
年
︒

86(

)

長
官
官
房
秘
書
課
﹁
指
令
録
﹂
昭
和
四
十
二
～
四
十
四
年
︒

87(

)

長
官
官
房
秘
書
課
﹁
指
令
録
﹂
昭
和
四
十
五
～
五
十
一
年
︒

88

(

)

長
官
官
房
秘
書
課
﹁
指
令
録
﹂
昭
和
五
十
二
～
平
成
元
年
︒

89(

)・
(

)

長
官
官
房
秘
書
課
﹁
指
令
録
﹂
平
成
二
十
一
・
二
十
二
年
度
︒

90

91

(

)

宮
内
公
文
書
館
の
設
置
の
経
緯
に
つ
い
て
は
︑
石
原
秀
樹
︵
図
書
課
長
︶﹁
宮
内
公
文

92書
館
に
つ
い
て
﹂
︵
﹃
書
陵
部
紀
要
﹄
六
三
︑
二
〇
一
二
年
︶
参
照
︒

(

)

長
官
官
房
秘
書
課
﹁
内
部
規
定
﹂
平
成
二
十
三
年
度
︒

93〔附
記
〕

本
稿
執
筆
の
過
程
で
︑
戦
後
に
出
納
係
長
を
長
く
務
め
た
故
大
窪
太
朗
氏
が
作
成
し

た
図
書
寮
庁
舎
の
変
遷
に
関
す
る
覚
書
を
中
村
一
紀
氏
に
ご
提
供
い
た
だ
い
た
︒
本
稿
で
は

充
分
に
反
映
で
き
な
か
っ
た
が
︑
執
筆
に
当
た
っ
て
た
び
た
び
参
照
し
た
︒
ま
た
︑
野
村
肇

氏
︵
宮
内
公
文
書
館
長
︶
が
収
集
し
た
資
料
を
一
部
参
考
と
し
た
︒
末
筆
と
な
っ
た
が
記
し

て
感
謝
申
し
あ
げ
た
い
︒

(図
書
課
宮
内
公
文
書
館
公
文
書
調
査
室
)
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